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るということ。加えて、野村不動産ラ

イフ＆スポーツさん以外の２社は、一

定の期間の中で親会社が交代され、そ

の中で戦略も変わり、一方で親会社の

ネットワーク等も活用しながら新たな

展開を進めていかれているのではない

吉田　FIAセミナー第２弾では、「フ

ィットネス産業復活のための新たな経

営戦略を考える」というテーマで、３

名の方々にご登壇いただきます。なお、

今回のパネリストのメンバーに共通す

るのは、親会社のある会社の方々であ

かと思っております。こういった点を

踏まえつつ、本テーマに沿ってお話を

進めていただければ、と。それではさ

っそく、各社の近況及びに自己紹介か

ら、まずCOSPAウエルネス・大友社

長、お願いします。
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【パネリスト】

大友 康彰 氏 （株）COSPAウエルネス 代表取締役社長

田畑 晃 氏　 （株）ダンロップスポーツウェルネス 顧問

小林 利彦 氏  野村不動産ライフ＆スポーツ（株） 代表取締役社長

【ファシリテーター】
（一社）日本フィットネス産業協会　専務理事　吉田 正昭

コロナを経て世界で急速に拡大するウェルネス産業は、

健康づくり、美容、レジャー、マインドフルネス、リカバリーなどあらゆる産業と繋がり、

世界のキーワードとなってポストコロナの成長産業となっている。

この波に乗り、日本のフィットネス産業が大きく次のステップに成長するための道を

FIAボードメンバーによるパネルディスカッション形式で示していく。

※FIA はSPORTEC（８月２～４日、東京会場：東京ビッグサイト　東1ホール）に特別協力団体として参画。4つの講座を提供した。今号で紹介するのは、その第２弾である。

フィットネス産業復活のための
新たな経営戦略を考える
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ンライン健康セミナーも可）様々な健

康出張サービス、さらに最近では認知

機能にウエイトを置いたかたちの介護

予防事業を展開しています。なお、3

つ目の介護予防事業については、後ほ

ど詳しくご説明をさせていただきます。

　最後に、自己紹介です。1966年、

丙午の年に生まれまして、現在57歳。

大学卒業後、大阪ガスに入社し、ゼネ

ラリストとして幅広い業務に取り組ん

でまいりました。そして2016年、オ

ージースポーツに取締役執行役員とし

て出向。人々の健康に直接サポートで

きる事業のボードメンバーとして非常

にやりがいを感じ、ぜひこの会社で

60歳まで働きたいと考えました。そ

こで、出向4ヵ月後の50歳になったタ

イミングで大阪ガスの退社を決断し、

翌年4月、当社に転籍いたしました。

その後、先ほど申し上げた通り、昨年

7月、株主の変更に伴い、社名を株式

会社COSPAウエルネスに変更し、代

表取締役社長に就任したといったとこ

ろでございます。

　当社は、1981年の創業以来、大阪

ガスからの出向者がずっと社長を勤め

てきた会社で、取締役も基本的に大阪

ガスからの出向の方ばかりというかた

ちで運営をしてまいりました。そうい

う意味では、約3年ごとに社長が交代

し、フィットネスには全く門外漢の方

が、都度あたらしく来られては運営を

していくということを長年繰り返して

きたわけです。ところが、センコーグ

ループ入りをしたとき、ホールディン

グスの社長から「当社では親会社とい

う概念はなく、グループ会社はイコー

ルパートナーだと考えている。現在、

ライフサポート事業分野で積極的に

M&Aをしているけれども、グループ

入りしていただいた企業の社長にはす

べてその会社の方に就任していただい

ている。したがって、センコーから人

を送り込むつもりはない」と言われ、

大変驚きました。それまでの40年間

各社、冒頭の挨拶

大友　株式会社COSPAウエルネスの

大友でございます。業界の中では、長

年、オージースポーツという名称でご

存じだったという方も多いのではない

かと思います。1981年、大阪ガスの

グループ会社として創業、その後約

40年間頑張ってまいりましたが、昨

年7月、センコーグループホールディ

ングスのグループに入り、現在はフィ

ットネスクラブコ・ス・パ（22店

舗）、テニスクラブコ・ス・パ（７店

舗）、またFITBASE24（20店舗）、

30peak（３店舗）などのブランド、

さらに公共スポーツ施設の運営受託

（9店舗）を含め、関西を中心に約60

店舗を展開している会社でございます。

従業員数は約1800名、売上高はコロ

ナ前は120億ぐらいでしたが、コロナ

禍で大きく減り、そこから今ようやく

100億の水準にまで戻ってきていると

いう状況です。

　新たな株主になりましたセンコーグ

ループホールディングスは、BtoB、

いわゆる物流事業を中心とする会社で、

一般の方には馴染みが少ないかもしれ

ませんが、大阪発祥の創業100年を超

える老舗の企業でございます。東証プ

ライム市場に上場し、20年連続増収、

14年連続増益ということで、コロナ

禍をものともせず成長し続けている非

常に元気な企業グループです。グルー

プの柱は、物流・商事・ライフサポー

ト・ビジネスサポートの４つ。この中

のライフサポート、今ここを大きく育

てていこうということで、積極的な

M&Aを展開しており、2023年7月現

在、13社中、当社は9社目としてグル

ープ入りを果たしました。

　店舗以外のところでは、ヘルスケア

事業も積極的に展開しています。いわ

ゆるメタボ健診等の特定保健指導、ま

た企業・自治体・地域からの要望に応

じて、当社スタッフが現地に伺う（オ

とは大きく異なり、グループ各社が自

主的に判断して経営を、ホールディン

グスとして支援、サポートいただくと

いう新たな経営体制でのスタートとな

り、第二の創業と考えております。少

し長くなりましたが、私からは以上で

す。

吉田　 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

COSPAさんは親会社が代わって、今、

従業員の方々も非常にやる気に満ちて

いるというお話しをうかがっており、

今後の事業展開から目が離せない存在

として注目しています。では、続きま

して、ダンロップスポーツウェルネ

ス・田畑顧問、お願いします。

田畑　ダンロップスポーツウェルネス

の田畑と申します。今日は、このよう

な機会を与えていただき誠にありがと

うございます。 皆様方と情報を共有

することによって、これから業界の反

転攻勢がスムーズにいくよう、共に頑

張ってまいりたいと思っていますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

　ダンロップスポーツウェルネスは

2014年、グループ替えによって当時

のダンロップスポーツ株式会社の子会

社となりました。私はグループ替え以

降、ずっと社長業を継続させていただ

いていましたが、今年の3月で、社長

業から顧問になりました。

　当時の親会社のダンロップスポーツ

は2018年、住友ゴム工業に吸収合併

され、現在当社は住友ゴムの直下の子

会社となっております。住友ゴムはグ

ループ115社、昨年の連結売上で1兆

1000億円。「未来を開くイノベーシ

ョンで最高の安心とヨロコビをつく

る」というパーパス経営を掲げていま

す。タイヤ事業、スポーツ事業、そし

て産業品事業の３つのカテゴリーを扱

っていますが、タイヤ事業のみで約

80％の売上を占めています。

　住友ゴムには30社を抱えるスポー

2023年（令和5年）9月12日
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業界同様に微増で伸びてまいりました。

しかし、残念ながらコロナの影響が大

きかった2020年、21年、22年…こ

の間はスクラップ＆ビルドを加速させ

るという内容となりました。今後につ

きましては、若干ですけれども、公共

施設の受託による出店を中心に取り組

んでいきたいと考えているところでご

ざいます。

　当社の事業内容をゴルフ、テニス、

フィットネスの３つのカテゴリーに分

けると、アウトドアかつゴルフブーム

ということもあって、ゴルフの業績が

いち早く回復してまいりました。テニ

スについては、公営コート等の制限な

どがあり影響を受けております。フィ

ットネスはというと、まだ道半ばとい

ったところで、2023年の予測として

は87％程度。おそらく完全復活には

25年あたりまでかかるのではないか

という見込みです。

吉田　それでは、続きまして、野村不

動産ライフ＆スポーツ・小林社長よろ

しくお願いいたします。なお、余談で

はありますが、本日、会場に着いた途

端、小林社長に勧められて、この施設

内で出展されているメガロスさんのプ

ロテインコーヒーをとても美味しくい

ただきました。お客様も想像以上に訪

れていらっしゃっているようで、小林

社長のテンションもマックスだと思い

ます。よろしければ、そういった点も

付け加えて発表していただければと思

います。

小林　ありがとうございます。プロテ

インコーヒーについては、資料にも用

意しているので、この後、詳しくご説

明させていただきたいと思います。冒

頭、吉田専務理事よりグループ会社と

いうお話しがありましたけれども、当  

社は野村不動産グループの中でオペレ

ーションに取り組んでいる会社です。

グループ全体では、国内外で様々な都

ツ事業本部があり、スポーツ用品販

売・ゴルフ場運営事業・ゴルフトーナ

メント運営事業・ゴルフスクール事

業・テニススクール事業・スポーツク

ラブ事業の６つの項目にわかれ、ダン

ロップスポーツウェルネスはこのうち、

ゴルフ・テニススクール、そしてスポ

ーツクラブ事業を扱っている会社にな

ります。「お客様のスポーツライフを

もっと豊かに」を事業理念に掲げ、昨

年の事業本部全体の売上は1166億。

住友ゴムの中では10分の1ぐらいの事

業規模になります。

　さらに、ダンロップスポーツウェル

ネス単体ではどうかというと、コロナ

で少し凹んでしまいましたが、約100

億規模の事業ですので、スポーツ事業

本部の中では10分の1、住友ゴムから

見ると100分の1、すなわち1％とい

う事業規模になります。

　当社の企業理念は、「スポーツと一

緒に生きるライフスタイルを提案し、

顧客の心と体の健康推進に貢献しま

す」。店舗数は、総合クラブ22、ジ

ムスタイル15、ヘルスケア５、指定

管理受託事業12、そしてゴルフスク

ール78、テニスクール12。なお、総

合店の中にはそれぞれにまたゴルフ、

テニスが入っている店舗もあります。

その合計で144施設となりますが、ど

ちらかといえば、小さな事業規模の店

舗が多いのが特徴です。

「Wellness For Happiness—一人ひ

とりの笑顔のために」をクレド（信

条）として従業員全員で共有しており、

またグループ全体でSDGｓにも積極

的に取り組んでいます。具体例として

は、総合スポーツクラブにおけるエネ

ルギー使用量削減、ダンロップテニス

スクールにおけるスクール球の廃棄削

減、自治体向け介護予防・転倒予防教

室の開催、ペットボトルのキャップの

リサイクル活動などです。

　次に最近の当社の業績動向でござい

ますが、2019年あたりまでは、この

市開発とマネジメントを進めており、

多くの方々が集まる街づくりを推進し

ています。私は、野村不動産から８年

前にメガロスに移ってまいりました。

当初、扱う金額のサイズ感に戸惑うこ

ともありました。しかし、この仕事を

通じて、数百億という大きなお金より

日々の会費収入の重みをよくよく感じ

るようになり、“箱”を作るよりもそ

の“箱”の中で何をするか。“箱”の

中のオペレーションの大切さ、面白さ

を知って、すっかりこの事業の魅力に

はまっています。

　メガロスは首都圏を中心に、44店

舗運営しています。その中で、私自身、

そして我が社がこだわっているのはな

んといっても「人」。 もうこれがす

べてといっても過言ではありません。

どこでもいつでも、メガロスは「人」

「人」「人」と公言しているので、う

るさいなと感じている方もいらっしゃ

るかもしれません（笑）。

　例えば、コロナ禍にあっても我々は、

「会費割引を封じて、その収益を人財

投資へ」というコンセプトを大切にし

てきました。装置産業を脱し、人手を

活かしたサービスに徹底するといった

想いの象徴事例として、利益を出して

いた24時間の小型店からはあえて撤

退するという決断にも踏み切りました。

　また、先ほどプロテインコーヒーの

お話がありましたが、「人」が魅力な

のであれば、人の力によって付加価値

をつくろうよ、と。社内ではいつも

「アイデアがあれば躊躇せず、やっち

ゃえ！」と言っており、どんどんいろ

んなことにチャレンジしてもらってい

ます。すなわち、自社で商品開発やイ

ベント開発をする、と。これを一つの

コンセプトにしています。加えて、輝

いている人をもっと輝かせたいという

考え方のもと、とにかくきれいな空間

をつくりたいという点にもこだわって

います。したがって、コロナ禍にあっ

てもリニューアルや空間演出にはお金

2023年（令和5年）9月12日
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組みもできていないところですが、そ

ういう意味では、これまでやってきた

ことをいろいろと紹介をするというよ

りも、今回は「新たな経営戦略を考え

る」というテーマですので、私なりに、

こういったことを考えていかなければ

ならないのではないかと思っているこ

とを少しお話しさせていただきたいと

思います。 

　まず、皆さんもご承知の通り、世の

中には、固定費率の高い業種、そして

変動費率の高い業種があります。フィ

ットネスクラブは一般的に固定費率の

高い業種であるといわれています。こ

の固定費型の事業と変動費型の事業と

を比べてみると、いわゆるフィットネ

スクラブのような固定費型の事業とい

うのは損益分岐点が非常に高く、黒字

化するまでに時間がかかる一方で、売

上が伸びていけば利益が大きく見込め

ます。ところが、この度のコロナ禍に

よって、売上が大きく減少すると、赤

字になりやすいといったビジネスモデ

ルの中で我々は商売をしているんだな

……ということをあらためて確認させ

ていただきたいと思います、

　そこで非常に収支が厳しい中、業績

を回復するためには、各社とも本当に

断腸の思いでお店を閉鎖したり、人員

を削減したり、なんとか固定費を下げ

る努力をして、収支を合わせにいくと

いうことに取り組んでこられたのでは

をかけました。こういった点は、不動

産企業グループである我々の真骨頂で

ありこだわりといえるかもしれません。

　さらに、「会費割引に頼らず…」と

申し上げた通り、当社の場合、会費値

引きは基本的にはしていません。自分

たちのサービスと商品に誇りを持て、

と。会費割引に頼らない価値の追求。

それを支えるものが「人財への投資」

というわけです。これが当社の大きな

特徴といえるでしょう。一方で、「メ

ガロスって、そもそもなんだろう」と

考えてみたときに、「スポーツクラブ

の枠を外そうよ」ということもよく言

っています。メガロスは地域居住者の

健康増進、健康経営支援、未来を担う

子どもたちの育成など、「街を支える

事業」であると考えています。従来、

我々は館の中でスポーツクラブ運営に

臨んでまいりましたが、現在のオペレ

ーションは「街の未来創りに貢献す

る」ことを目指して、街に積極的に展

開しているところです。人と館を活か

す、我々の強みを前面に打ち出してい

きます。

各社の成長戦略

吉田　それでは本題に入りたいと思い

ます。 今、各社からご紹介あったよ

うに、親会社が代わったり、一方で親

会社によって異業種の特性をもお持ち

であり、そういった点も活用しながら、

今後ますますフィットネスの普及・発

展に貢献できるという、独自の特長を

備えられた会社ではないかと感じてい

ます。ここからは、それらを踏まえた

うえで、各社の次の成長に向かう戦略

について可能な範囲でお聞きできれば

と思います。まず大友社長からお願い

します。

COSPAウエルネスの
経営戦略

大友　我々は、まだまだたいした取り

ないかと思いますが、根源的には、売

上を拡大していかない限り、我々の業

種に未来はないと思っています。

　実際、各社どういった状況になって

いるのか。そこで、各社のIR資料から

我々の方で数字を拾ってグラフにまと

めてみました。いわゆるコロナ前の

2018年度を100とした場合に、今、

現状どの水準まで来ているのか。する

と、売上については、コロナ前の8割

ぐらいまで戻ってきているというとこ

ろです。会社様によってはすでに9割

ぐらいまで戻ってきているところ、あ

るいはまだ6割程度で苦戦をされてい

るところなど様々ですが、共通してい

えるのは、やはりまだコロナ前には完

全に戻りきっていない。まだ回復の道

半ばといったところではないかと思い

ます。

　業界外の方からは「コロナもそろそ

ろ収まってきたからフィットネスもも

う回復しているんでしょう」とよく言

われます。ただ、コロナが収束すれば

元に戻るのかというと、多くの経営者

の方々にお聞きしても、そういう感触

を持っている方はやはり少ない。そう

いった意味でも、新型コロナが猛威を

奮った3年間で業界を取り巻く環境も

大きく変化してしまったのではないか

と思っています。

　その1つには、やはりお客様の意識

の変化がある。いわゆる、自宅周辺で

2023年（令和5年）9月12日
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イトを充実させて、筋トレ志向の高い

一定層の方々をしっかりと確保されて

いる。結局、既存会員の退会率云々と

いうより、これから新たに運動してみ

ようという方の選択肢がものすごく増

えてきて、新規入会が獲得しづらい状

態になっているのではないかと考えて

います。

　先ほど申し上げた通り、フィットネ

ス事業は固定費率の高いビジネスモデ

ル。したがって、業績回復のためには

売上の拡大が不可欠です。当然のこと

ながら、売上を拡大していこうと思え

ば、既存の会費収入をいかに増やして

いくかということと、新たな商品・サ

ービスを提供していくという2通りの

道筋があります。本日は、「新たな経

営戦略を考える」ということでござい

ますので、後者の方についてお話をさ

せていただきます。

　冒頭ご説明した通り、我々は2022

年7月に株主が代わり、それに伴い社

名を「COSPAウエルネス」と変えま

した。COSPAは、1996年から25年

以上にわたって我々がフィットネスク

ラブあるいはテニスクラブの店舗のブ

ランド名として展開をしてきたもので

あり、これを社名に入れたいという社

員の思いを込めたものでもあります。

一方、ウエルネスには、今後フィット

ネスの役割は体の健康だけではなく、

“心身”の健康づくりに関わる事業と

して大きく展開していこうという方針

を社員全員で共有すべく、この言葉を

社名に入れました。

　では、「心身ともに」という、心、

いわゆる精神的な健康に関するサービ

スの可能性とはなんだろうということ

を、SWOT（Strength、Weakness、

Opportunity、Threat）分析してみま

した。主だったところを紹介してみる

と、まず我々の強み（Strength）とし

ては、ジム、スタジオはもちろん、プ

ール、ジャグジー、浴室、サウナ、マ

ッサージチェアなど充実した施設を有

ラ ン ニ ン グ を し た り 、 あ る い は

YouTubeを見れば無料で様々なレッ

スンやトレーニングを教えてくれたり

することに気づいたというところも多

分にあろうかと思います。そしてそれ

に伴い、トレーニング器具を購入して、

自宅で実施するという方も非常に増え

たのではないか。フィットネスクラブ

の代替はこれで可能だ、と。

　一方、昨年の秋以降の急激な物価上

昇。これによって、いわゆる財布の紐

が非常に硬くなっていることも皆さん

実感されているところではないでしょ

うか。旅行やレジャーなどのハレ消費

はかなり回復してきているといわれて

いますが、やはり定常の支出について

はできるだけ節約を……といった意識

が強まっているのではないかと思いま

す。

　さらに、業界内での競争環境が変化

してきたというところも大きい。例え

ば、エニタイムフィットネスさんや

ChocoZAPさんなど、いわゆる小規模

な24時間ジムの圧倒的な出店加速。

エニダイムフィットネスさんはコロナ

禍の3年間で330店舗を超える出店を

され、ChocoZAPさんは昨年7月から

スタートをされて、この1年間で820

店舗、全国で展開をされています。ま

さに凄まじいペースで、こういった店

舗が我々の店舗の周辺にどんどん出店

してきている、と。 

　こういった状況下において、節約志

向の強いお客様についてはもう通わず

に自宅でできるということで退会され

る 方 も い ら っ し ゃ る し 、 ま た 、

ChocoZAPさんに代表されるように、

運動初心者の方々を取り込むような新

たな業態の出現によって——ここは今

まで運動とはあまり縁のなかったお客

様を大きく開拓をされたというプラス

の面もあると思いますが、一方で我々

の既存店近くに出店された場合は影響

が出てきている。さらにエニタイムフ

ィットネスさんの場合は、フリーウェ

すること。すなわち、24時間型とか

小規模な施設にはない、我々の強みが

あるということを再確認しました。加

えて、マインドフルネスヨガやストレ

ッチなどの気持ちを落ち着かせてくれ

るようなプログラムも多数有している

というところもあります。

　次に、機会（Opportunity）はどう

か。世の中の多くの人たちは疲れてい

るということは、皆さん実感するとこ

ろではないでしょうか。“休養・抗疲

労白書2022”によれば、「疲れてい

る」「慢性的に疲れている」と、アン

ケートで回答される方が8割を占める

という状況です。特に20～30代の女

性でいえば、慢性的に疲れているとい

う方が5割を超えている。こういった

アンケート結果にも表れているように、

疲れやストレスを溜めた状態の方々が

現代人には本当に多い……というとこ

ろにもチャンスはあるのではないかと

思います。

　一方、脅威（Threat）としては、自

宅ですら運動する時間がない、忙しい

という方が多数いらっしゃいます。ま

た、努力・根性・忍耐よりもマイペー

スで無理せずというような時代になっ

てきているという側面もある。いい換

えれば、しんどい・苦しい・我慢・努

力はなかなか続かないという方々が増

えてきている、と。

　こういったことを踏まえたうえで、

左右軸に「精神的健康」と「身体的健

康」、そして上下軸に、「しんどい・

苦しい」と「気持ちよい・楽」といっ

た四象限に分けて、我々が総合型の店

舗で実際に提供しているサービスをプ

ロットしていくと、どんな感じになる

のかを整理してみました。

　すると、我々の今までのサービスと

いうのは、いわゆる身体的な健康のた

めに、「しんどい・苦しい」トレーニ

ングを、例えば痩せるために頑張って

続けていきましょうと、励ましながら

取り組んでいくといったところがやは

2023年（令和5年）9月12日
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防事業としても受託しているのですが、

３市とも非常に高く評価していただき、

今年度も継続して実施しているという

プログラムでございます。

　2ヵ月ごとの認知機能変化の確認は、

iPad画面に表示される問題や回答へ

の視点の動きをアイトラッキング技術

によりデータ化し、認知機能スコアを

定量化するものですが、特長としては、

「約3分間の短時間で評価可能」「被

験者の心理的ストレスが少ない」こと

などが挙げられます。また、全身を使

ったテレビゲームというのは、モーシ

ョンセンサーの前に立つ（座る）だけ

で体の動きや音声が感知され、自分の

身体がコントローラーとなり運動・発

声・脳活性化トレーニングができると

いうものです。

　脳を活性化させる運動教室は週１

回・１時間、２ヵ月（全８回）実施し、

この中で全身を使ったテレビゲームや

頭を使いながら同時に体を動かすデュ

アルタスクトレーニングなどを実施し、

さらに宿題というかたちのホームエク

ササイズ（任意）で効果を底上げする

などのプログラムが全体の流れとなっ

ています。実施前には、まず現状の認

知機能の評価、体力測定、生活機能ア

ンケートを行い、2ヵ月後にどれだけ

変わったかというところをすべて定量

的に示して、お客様に実感いただくと

いうプログラムです。

　そして最終的に、「iトレ」参加に

よる認知機能スコアの変化を大阪大学

で解析していただいたところ、プログ

ラム参加後の測定では認知機能のスコ

アが格段に上がっており、向上された

方が7割、維持の方が3割と、落ちて

いかないことも確認されました。

　最後は、「iトレ」の宣伝のような

かたちになってしまいましたが、ライ

センス販売、業務提携なども行ってお

りますので、ご興味ある方はぜひお声

がけいただければありがたく思います。

以上でございます。

り中心になっているサービスだったの

かなと思います。もちろん、ここはこ

こでしっかり伸ばしていかなければな

らないのですが、一方で、「気持ちよ

い・楽」といった精神的健康に至るサ

ービスも、我々が施設の中で確実に持

っている武器でもある。そこで、本当

に疲れ果てているといった人たちに対

して、何らかの付加価値の伴ったサー

ビスが提供できないか。いわゆる固定

費の高いビジネスモデルの中で、新た

なお客様の層、今までとは違った別の

層のお客様を集めていく……。こうい

った取り組みを今考えているところで

ございます。

　ただ、残念ながら現段階では「した

がって、こういった展開をして集客で

きています」と具体的にご説明できる

ところまでには至っておりません。と

はいえ、社名に付けたウエルネスの取

り組みについては今後、積極的に推し

進めていきたいと思っているところで

す。

　では、具体的に今、我々が展開して

いるサービスはというと、大阪大学と

共同開発をした認知機能維持・向上プ

ログラムです。現在、認知症の患者は

非常に増えてきており、2025年には

700万人というふうにもいわれていま

す。また、なりたくない病気ナンバー

ワンでもある。こういった状況を踏ま

えて展開しているのが、「脳・活性化

プログラム iトレ」。

　こういったプログラムは同業他社さ

んもそれぞれ展開されていると思いま

すが、弊社のこのプログラムの特長は、

2ヵ月ごとに認知機能のスコアを定量

的に測定できるところ、加えて全身を

使ったテレビゲームのようなかたちで

楽しく体を動かすプログラムになって

いるという点がもっとも大きな差別化

のポイントであると思っています。現

在、当社の直営4店舗と受託2店舗で

展開しており、このほか、昨年度より

富田林市、京田辺市、八幡市の介護予

吉田　ありがとうございました。では、

次に田畑顧問、よろしくお願いします。

ダンロップスポーツウェルネスの
経営戦略

田畑　ダンロップスポーツウェルネス

より、「新たな経営戦略を考える」と

いうテーマについて、私の考えをまと

めてまいりましたので、ご説明させて

い た だ き た い と 思 い ま す 。 ま ず 、

2019年度を各業種別に見たとき、

2019を100としたときに、どれだけ

コロナの影響を受けて、今どういう状

況にいるか、経産省の特定サービス産

業動態統計調査の長期データからグラ

フ化してみました。これを見てちょっ

と残念だったのは、フィットネスが

86％と微増の景気回復にとどまって

おり、このまま手をこまねいていると、

やはり収益低迷のままという現状です。

ちなみに、学習塾はコロナの影響をも

のともせず最初から加速的に伸びて現

在125％。ゴルフは110％。これはア

ウトドアだからだと思います。ボウリ

ングはインドアですが、密ではないと

いうことなのか98％。そのほか遊園

地95％、パチンコ77％という数値で

した。この中では、遊園地が昨年あた

りから急回復の傾向を示しています。

　こういった状況の中で、いろいろと

戦略を考えるうえで、まずPEST

（Pol i t ics、Economy、Society、

Technology）分析によってフィット

ネスの現状を整理してみました。おそ

らく、このあたりのことは皆さんもす

でに共有されている内容だと思います

が、今一度確認しておきたいと思いま

す。それぞれのキーワードとして挙げ

られるのは何か——。まず政治面では

健康経営の推進・特定保健指導。経済

面では国民医療費の増加・物価の過度

な高騰。次に社会面ではというと、コ

ロ ナ か ら の 景 気 回 復 ・ S D G s ・

Purpose経営の取り組み、そしてテク

ノロジーではAI 、IoTの加速的普及・

2023年（令和5年）9月12日
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　また、「特定保健指導」への参加拡

大も、“強みを生かして機会を勝ち取

っていく”ためのチャンスではないで

しょうか。ご存じの通り、特定保健指

導とは、生活習慣病の発症リスクが高

く、生活習慣の改善による生活習慣病

の予防効果が多く期待できる方に対し

て、専門スタッフ（保健師、管理栄養

士など）が生活習慣を見直すサポート。

一方で、保健指導は通算180ポイント

以上の獲得によって完了し、成果が出

たのかを評価する指標にはなっていな

いのが現状です。加えて、積極的支援

対象者は150万人/年ですが、我々の

業界に一体どのぐらいの恩恵があるの

かというと、業界参入は限定的ではな

いか、と。ところが、来年からアウト

カム評価という考え方が取り入れられ

ていくということで、ここはフィット

ネスの一番の強みを発揮できるという

ところになろうかと思います。

　一方、“弱みを補強して機会をつか

む”ことも重要。いわゆる、これは民

間の効率的な運営力を活用し、社会の

ソリューションに貢献するという取り

組みです。こちらは、例えば自治体か

らの水泳指導受託。皆さんもすでにご

存じかもしれませんが、プールを保有

デジタルヘルスと人生100年時代でし

ょうか。

　大友社長もSWOT分析の中で述べ

られていたように、果たしてこれが

我々にとってすべて機会となるのか、

それとも脅威となるのか、あるいは強

みなのか弱みになるのか。やはり、そ

れぞれに違ってくると思います。そん

な中で、これから業界が参画していく

チャンスになるのは、例えば、経済面

でいえば国民医療費の増加に対すると

いう“機会”。ここにどうやって食い

込んでいくか。一方で、物価高騰とい

う“脅威”。これに対してどう立ち向

かうかといったところについてそれぞ

れ真剣に考えていかなければならない

と思います。

　そこで、当社もCOSPAさんと同じ

ように、SWOT分析をしてみました。

内部資源の強みと弱み、そして外部環

境である機会と脅威は一体何かをしっ

かりと見極めること。そして、“我々

の強みを生かして機会を勝ち取ってい

く”ためには、例えば、現在FIAが積

極的に推進している「全国カラダ年齢

測定」の活用は、健康寿命の延伸にか

かわる産業団体として、さらにその活

動意義を深めることにもなるのではな

いでしょうか。実際、測定を受けてい

ただいたお客様からは、「ぜひ次回も

やりたい」「とても楽しかった」とい

う高評価をいただいています。それに

よって、在籍向上（新規入会者の獲得、

既存会員の定着、アップセル・クロス

セルへの活用（顧客単価）、法人・自

治体向け新サービス（オプション販

売）などの効果が期待できます。今、

日本では1万7000社の法人が健康経

営の推進に取り組んでいるという市場

もある。そこに向けて新しいサービス

を提供していくという、これはチャン

スでしかありません。そして、社会的

に価値あるデータベースとして貢献い

くためには、皆さんとの連携が必須に

なろうかと思います。

して学校が民間に受託すると、１年間

に260万円の経費削減になるというこ

とが葛飾区のHPから出てきました。

加えて、季節天候・先生の指導スキル

に左右されない安定運営や施設利用に

指導委託を含めると優良な指導レベル

が期待できます。したがって、ここで

もやはり各地域のスポーツクラブ各社

が連携していくことが非常に重要では

ないかと考えます。

　また、学校部活動の受託も同様です。

ご存じの通り、今、部活動は教師の献

身的なサービスによって成り立ってい

ます。とくに指導経験のない教師にと

っては多大な負担であり、一方の生徒

にとっても望ましい指導を受けられな

いジレンマがある。これが今、学校単

位から地域単位の取り組みへ変更して

いくということがいわれています。こ

ういった取り組みも“弱みを補強して

機会をつかむ”ことになるのではない

かと思います。

　さらに、個社の強みを生かして脅威

を機会にしていくことも必要。すなわ

ち、高付加価値のサービス、商品の販

売が我々に求められるところであろう

と考えます。当社の事例を紹介させて

いただくと、我々はメーカーノウハウ

2023年（令和5年）9月12日

田畑 晃 氏　 （株）ダンロップスポーツウェルネス 顧問
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野村不動産ライフ＆スポーツの
経営戦略

小林　「新たな経営戦略…」というテ

ーマで、かっこいいことが言えればい

いなと思いますが、正直申し上げて、

「これっていうものはない」というの

が本音です。今、事業環境をあらため

て整理しているところですが、先ほど

からお話が出ている通り、様々なこと

が変わってきており、「さぁどうしよ

う」と。今は時代の変化に対して、試

行錯誤の繰り返しといったところでし

ょうか。

　しかし、そんな中で、ちょっと抽象

的な話になってしまいますが、我々と

しては企業理念として掲げている「顧  

客満足を感動と喜びに変える」という  

考え方から絶対にブレないこと。いろ

いろと環境が変わっていく時代の中に

あっても、決してブレないという信念。

これだけはしっかりと守っていきたい

と思っています。そのためには、物理

的価値よりも情緒的価値。やはりこれ

だと思っていて、既存のお客様、新し

いお客様との関係性においても、また

様々な商品づくりにおいても、この価

値はあらためて徹底していきたいと思

のある会社でございますので、その強

みを生かして、この度“ダンロップ・

スイムバランサー”（住友ゴム工業

製）というオリジナル水泳用練習用具

の発売にようやくこぎつけることがで

きました。このスイムバランサーは、

股関節の横（左右）に発泡体を結び付

けることによって、普通に泳ぐ（もし

くは伏し浮き／背浮きする）だけで、

下半身側の浮力が確保され、水平姿勢

が容易にとれるというメリットのある

もの。これを導入することによって、

スイミングコーチは効果的な補助がし

やすく多くの生徒の指導ができる、生

徒は一人で泳げる距離が長くなり練習

量が増える、さらにキッズだけではな

く成人レッスンにも使えるというメリ

ットがあります。現在当社では、この

スイムバランサーを取り入れたカリキ

ュラムを構築中で、各スキルに対して

今までヘルパーだったものをすべてス

イムバランサーに変更しつつある段階

に来ているところです。

　最後に、“弱みによる最悪のシナリ

オをどうやって回避していく”のか。

これは業界全体の話になるかと思いま

す。当社だけ、あるいは個社だけでは

限界が来ている。したがって、やはり

ここはFIAが業界全体のハブ機能を担

い、強力にけん引していくことがより

重要になるのではないか、と。そうす

ることによって、健康保険組合との契

約、各自治体との水泳や学校の部活の

契約というものも包括的に管理して、

加盟店に分配するような仕組みができ

ないかどうか。これはまだ研究課題で

はありますが、そうした取り組みによ

って全体的な底上げができないかなと

いうふうに考えているところでござい

ます。私からは以上です。

吉田　ありがとうございました。では、

続きまして、小林社長、お願いします。

っています。

　これは、この場で言うことではない

かもしれませんが、我々としては“脱 

フィットネス”——、すなわち、新し

いフィットネスクラブのかたちを探す

ことに今もがいているところです。で

きれば来春にはメガロスの新しいフィ

ットネスのかたち、これを打ち出した

いということで、今、日々議論してい

る最中です。今日お話しできればいい

のですが、まだ生煮えの状態ですから、

あえて話しません。

　先ほども話したように、これからの

方向感としては、今までは館の中が中

心だったものから、より一層外に出て

いきたいという思いがあります。例え

ば、この夏場であればイベント開催。

当社は大きな館がたくさんあるもので

すから、そこで地域の子どもたちを集

めて夏祭りやお化け屋敷などを実施す

ると、各施設千人を超える地域の方々

が訪れてくれます。さらに、会員以外

の方たちに対しても、街にとって欠か

せない存在となるために、当社の準会

員のようなかたちでグループ化してい

くといったことにも着手しています。

　こういったことに取り組んでいく中

では、繰り返しになりますが、やはり

2023年（令和5年）9月12日

小林 利彦 氏　野村不動産ライフ＆スポーツ（株） 代表取締役社長



9

より自信を持ってお話できるのがキッ

ズ事業の業容拡大についてです。キッ

ズ事業の環境変化は皆さんもご存じの

通りで、どの会社さんも業績は一様に

回復しているのだろうなと思います。

ちなみに当社の場合ですと、コロナ前

の120％まで伸長しています。そして

その延長で、スポーツクラブの枠を超

えたキッズ事業として今、取り組んで

いるのがアフタースクール事業、いわ

ゆる学童保育です。これは、習い事と

預かりをワンストップで提供する社会

的意義のある事業であり、東京学芸大

学さんと共にカリキュラムをつくり、

館の中の床をコンバージョンして、キ

ャスト自らがサービス提供しています。

したがって、原価は特に増えていませ

ん。既存の人とモノを活かして、新し

い価値を創出してお客様に商品提供し

ているビジネスといえるでしょう。現

在、来春までに23店舗体制に向けて

準備を進めているという状況です。

　さらに、キッズ事業の業容拡大とし

ては、親会社である野村不動産ホール

ディングスが出資及び資本業務提携し

ている株式会社やる気スイッチグルー

プとの協業により、ほかにはない文武

両道、唯一無二の幼稚園を開園しよう

ということで、新たなビジネスをスタ

ートしているところです。来年の春、

メガロス町田店の中で開園する予定で

す。加えて、次の展開論としては、シ

ームレスに子どもたちに対してサービ

スを提供していきたい、と。すなわち

乳児から大学生になる大人手前の人た

ちまで、学習と運動機会を同時に提供

していく健康インフラをつくっていき

たいと考えています。それができれば、

地域の中にキッズ経済圏ができると思

っていて、そこに事業参加すれば地域

のキッズのありとあらゆる情報を得る

ことができ、また新たなサービス開発

もできる、と。そんな経済圏をつくっ

ていきたいなって思っています。

　以上が、我々が今現在、新たな経営

「人」が大切だと思っています。セミ

ナー１では、ルネサンスさんからベア

のお話がありましたけれども、当社に

おいても、やはり人財への投資は一番

大事な使命であると思っています。コ

ロナの中でも、研修は一切絞っていま

せん。むしろ、コロナ前よりもその優

先度を上げています。そして、コロナ

禍においては人件費も一部、賞与を下

げたりしましたが、極端なことはして

いません。この春（3月）には、先期

の利益のすべてを、社員とアルバイト

に一時金で還元しました。これに関し

ては社内で異論もあったのですが、人

件費というのは将来に対する投資だと

思っていますから、目の前の利益より

も将来のさらなる成長を考えて決断し

ました。そのうえで、来春はコロナ前

の水準に戻して、より一層みんなで頑

張っていける環境を整えたいと思って

います。

　人の力が創り出した成果として、冒

頭にも申し上げたPB（プライベート

ブランド）商品があります。もちろん、

自分たちだけでは限界もあり、いろい

ろな企業や団体とアライアンスを組ん

で実施しています。その代表的商品と

して成長したプロテインコーヒーは、

1年間で48万杯売れるほどの人気商品

となっています。

　また、健康経営。すでにどのクラブ

でも取り組まれていることですが、こ

のサポートはより一層加速していきた

いと思っています。ちなみに、当社グ

ループのテナントのワーカーは約200 

万人。例えば、この200万人に対して、

健康経営の商品を提供していきたい、

と。そこで先般、オンラインフィット

ネスの雄であるLEANBODY社に出資

して、今、一緒に新しい法人向けの商

品をつくっているところです。ビリー

隊長の魅力を活かした商品は、近々リ

リースの予定です。

　今、ご紹介したのが大人向けの商品

だとすれば、当社がこの場で皆さんに

戦略として自信をもってお話できるも

のです。

吉田　ありがとうございました。それ

では、今、お三方からお話のあったこ

とと重複するかもしれませんが、成果

につながっている取り組み、もしくは

今後成果につながりそうだと考えてお

られる取り組みについて1つご紹介し

ていただければと思います。大友社長

からお願いします。

成果につながっている
取り組み

大友　今までの既存事業ではない新た

な経営戦略というところで、これが成

功しそうだというものは、今のところ

見つかっていないというのが正直なと

ころでございます。ただ、先ほどご紹

介しました認知機能のサービスである

「iトレ」、これについてはもう1年以

上継続されている方のスコアを見ても、

すごく上がっている、もしくは維持さ

れているというような結果も出てきて

おり、このサービスについては手ごた

えを感じているところでございます。

吉田　それは展開して、どのぐらいな

るのですか？

大友　試験的な導入期間も含めると、

もう2年半ぐらいになります。

吉田　お客様からの声はどんな感じで

すか？

大友　最初はどちらかというと、既存

のフィットネスクラブの会員さん向け

に一生懸命ＰＲをしていたのですが、

会員さんの場合はもともと皆さんお元

気だし、自信にもあふれており、「認

知機能に心配なんかない！」と言う方

ばかりで、非常に苦戦を強いられたも

のでした。そういう意味でいうと、実

2023年（令和5年）9月12日
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るので少なからず体力には自信があっ

て、実際に若く判定されたけれども、

それなりに……という結果でした

（笑）。実はもっと若く判定されるの

ではないかと期待していたのですが…

…。でも、その悔しさが「よし、次に

また受けるぞ」と。「それまで頑張っ

てトレーニングするぞ」というモチベ

ーションのアップにつながっています。

吉田　今、田畑さんにはこの体力テス

トの実行委員長をお願いしています。

体力テストによって、自分の強みと弱

みを知り、それを踏まえたうえで来年

の自分をイメージしたときに、どうい

うトレーニングすればスコアは上がる

か、来年の自分は今より元気だという

ような構図をつくり上げていくことが、

健康寿命の延伸、もしくは人生100年

につながるものだと私は思っています。

田畑さんには、この事業としての責任

者として、しっかり国にとってもやっ

てよかったと言われるようなことに繋

げていただきたいと思います。では、

次に小林社長、お願いします。

小林　先ほど申し上げた取り組みは、

当社としては、どれもこれも自信作ば

かりです。そして、何が当たったとい  

うよりも、皆さんに考えていただきた

いと思うのは、今この時期だからこそ、

いろんなチャレンジをすべきではない

だろうか、と。正解なんてないじゃな

いですか。この混とんとした時代にお

いて、きっと誰も答えを持っていない

と思うんです。だったら、勇気をもっ

て想いをかたちにすればいい。何でも

いいからチャレンジすべきかなって。

当社は、現場のみんなから様々な意見

をもらって、それをみんなで応援して、

先ほど申し上げたようにいくつかの成

功事例が生まれてきたと思っています。

そういうプロセスは、ぜひ皆さんと共

有したいと思っているので、ぜひチャ  

レンジしみてはどうでしょうか。

施するのは我々の店舗なんだけれども、

ターゲットは会員ではない方をいかに

集客してくるかということの方がずっ

と大事。そこで、店舗の周辺——、例

えば地域のショッピングモールなどで

イベント的なかたちで集客をしたりし

ています。やはり、定量的にも見える

かたちで、3分間でスコアが数字で出

てくるというところはすごく面白いし、

これを継続的にっていうところについ

ても好評価をたくさんいただいている

というところでございます。

吉田　ありがとうございます。では、

田畑顧問、お願いします。

田畑　我々の場合は、先ほども申し上

げた、今まさにFIAが「全国カラダ年

齢測定」という名称で、この7月から

加盟クラブすべてでできるという仕組

みをつくった取り組みに尽きるのでは

ないかと思っています。繰り返しにな

りますが、なんといっても、お客様か

ら評価されていることが、我々の自信

の裏付けにもなっています。加えて、

自治体からの評価も非常に高い。東京

都などはまだ我々が提案している段階

から「ぜひやりたい！」と意思表示を

してくれるほどでした。それともう一

つは、先ほど申し上げた通り、健康経

営のサービスの一環として扱うことで

も、加盟クラブすべてが同じことがで

きるという意味で、その広がりをさら

に加速させていくことができると思っ

ています。

吉田　ありがとうございます。体力テ

ストは、確かに一つのきっかけになる

ものだと思います。その辺り、田畑さ

んご自身も体験されて、何か感じられ

たことはありますか？

田畑　体力測定は、小学生か中学生の

頃にやって以来でした。私は現在も週

に１～２回、必ずトレーニングしてい

　あと一つ、これだって決めたら、も

う死に物狂いでやりきることだと思い

ます。あれもこれも中途半端にかじる

のではなくて、これって決めたらとこ

とんやりきる。例えば、先ほどよりた

びたび登場してくるプロテインコー  

ヒーなんて、最初はまったくダメだっ

たんです。しかし、じわじわと上がっ

てきて、「おっ、いいじゃん」ってな

ったとき、社内的にはそれで満足して

いた。そこで、「その程度でいいの

か！やっと来たチャンスだぞ。一気に

行け！」という話をして資金も投下し

て、今回はSPORTECにも出展させて

いただきました。皆さんにも、今だか

らこそどんどんアイデアを出し合い、

そしてチャレンジを恐れないでいただ

きたいと思っています。そうした意気

軒昂こそがフィットネス業界再生の原

動力になるのではないかと思っていま

す。

自社の強みを
どう生かしていくか

吉田　ありがとうございました。 次

に、冒頭に申し上げた通り、ここにお

集まりの方々は親会社お持ちの各企業

であり、親会社との関係性の中で果た

すべきこと、そして親会社ならではの

活用の仕方というものがあるのではな

いかと思います。そういったことを踏

まえつつ、自社の強みとは何なのか、

そしてその強みを今後どう生かしてい

きたいかについてお話いただけますで

しょうか。まず、大友社長からお願い

します。

大友　冒頭でご説明した通り、我々は

昨年7月に新たな株主に変更したばか

りでございます。振り返ってみると、

この1年間は新たなやり方にアジャス

トさせていくような期間だったかなと

思っています。ただ、これもすでにご

説明したところではありますが、40

2023年（令和5年）9月12日
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イベートブランドとして投入した好例

ではないかと思います。本当にいいも

のですので、皆さん、ぜひ一度触って

みていただければと思っています。

吉田　ありがとうございます。それで

は今、親会社はマンション需要が高ま

って、かなり業績も良くなっているの

ではないかと思いますが、続いて小林

社長の方からお願いします。

小林　親会社というか、グループ連結

では過去最高益を叩き出して、羨まし

いなって思っているところです（笑）。

ちなみに不動産グループにいると、出

店機会が多そうでいいねと思われるか

もしれませんが、野村不動産が持って

いる物件は家賃が高くて、我々の収支

に合わないのが実情です。したがって、

他から借りているケースがほとんど。

一方で、不動産グループの良さってい

うのは、先ほども申し上げましたが、

やはりお客様をストックしていること

にある。当社グループのテナントワー

カーであれば200万人、PROUD等の

住宅に住まう方も20万人くらいいら

っしゃいます。こういう方たちとどう

いう関係を築いていくかというのが、

おそらく、これからの我々の成長のヒ

ントになり、また大きなチャンスであ

ると思っています。

　当社の強みというのは、もう先ほど  

年間大阪ガスのグループでいたときに

は、社長も取締役もみんな大阪ガスか

ら来た人たちばかりで、当時のオージ

ースポーツの正社員の人たちは部長止

まりといったところが精一杯でした。

ところが、今回、親会社が代わったこ

とによって、正社員のメンバーから社

長、常務、取締役が一気に3人も生ま

れた。そういう意味では、従業員から

すると、ガラスの天井が外れた状況に

なったというわけで、「私も頑張れば

…」といった、意欲のようなものも相

当に高まったのではないかと思ってい

ます。

　同時に、経営に関しても継続性が生

まれ、それまでのように社長が代わる

たびに大きく方針も変わる……みたい

なことにはならなくなった。ホールデ

ィングスの方からは、「自分たちは物

流中心の会社なので、フィットネスに

関しては基本的にあなた方にお任せを

する」と。ただし、「当然、アウトプ

ットは出してください」ということで、

責任はやはり重大であり、それまでの

ように出向の社長の言う通りにやって

いたのだからという言い訳はできない。

一方で、新たな環境が整ったことによ

って、自分たちでしっかり考えて立て

直していくことができるようになり、

私自身の大きなやりがいにもなってい

ます。

　また、それまでのグループとの大き

な違いとして、もう1ついえるのは、

グループシナジーみたいなものを発揮

しようということで、互いに連携し合

うことによっていろいろとサポートし

ていただけるというのは大変ありがた

いと思っています。とはいえ、実はグ

ループ会社のほとんどが黒字の中、

我々だけがいまだコロナの影響から脱

し切れてなく赤字という状況でござい

ます。したがって、一日も早く黒字化

をして、この会社を買って良かったと

喜んでもらえるよう頑張っていきたい

と思っております。

吉田　コロナ期間中も、大阪ガスさん

の場合は、社会的な大きな責任をお持

ちだったわけで、それに伴ってクラブ

のほうにも様々な制約が及んできたの

ではないかと想像します。それが今回、

親会社が代わられた結果として、地下

に溜まっていたマグマが一気にエネル

ギーとして噴出してきているような状

態だったという声も聞いております。

もちろん、大阪ガスさんは非常に立派

な会社であるということが前提での話

であることはいうまでもありません。

続きまして、田畑顧問、お願いします。

田畑　自社の強みというところでいえ

ば、先ほどもご紹介した通り、ダンロ

ップはタイヤ事業を中心として、ゴル

フクラブ・ゴルフボール、そしてテニ

スラケット・テニスボールなど、メー

カーとしての事業がもうほとんどです。

このメーカーとしてのものづくりのノ

ウハウには140年の蓄積がありますの

で、そういった優位性から今回、水泳

業界において何か活用できるものがで

きないかと、大阪経済大学の先生と組

んで開発したのがスイムバランサーで

す。これがお客様はもちろん、スタッ

フ業務も楽になるというところから考

えると、ぜひ皆さんと共有して使って

いただきたい、と願っているところで

す。そういう意味では、親会社の強み

を、このフィットネス業界の中にプラ

2023年（令和5年）9月12日
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からくどいくらい言っていますが、

「人」。本当にいいキャストばかりで、

仲間たちを幸せにしたいと心の底から

思っています。そのわかりやすいかた

ちの一つが、先ほど大友さんもおっし

ゃっていましたけど、プロパーの役員

つくることであると思っています。当

社は、私もそうですが、役員がみんな

野村不動産から来ています。でも、そ

れではメガロスのプロパー社員には面

白くないと思っていて、ここ数年のう

ちに「絶対出すぞ！」と言っているん

ですが、果たしてどうなるか。私がい

るうちに、「メガロスにプロパー役員

を必ずつくる」。そんなことを業界の

皆さんを証人にさせていただき、この

場で約束しておきたいと思います。

今年度の着地点は？

吉田　それでは最後の質問になります

が、皆さんがそれぞれに述べられた戦

略事項を踏まえたうえで今年度の着地

点、もしくは見通しについて、最後に

お聞きしたいと思います。大友社長か

らお願いします。

大友　弊社はコロナ以降、4年連続で

赤字という状態です。ただ、利益水準

は着実に向上してきており、昨年度も

冬場の燃料費の高騰さえなければ黒字

が見えていたところでした。今年度の

事業計画としては、当然、黒字必達と

いうところで取り組んでいます。今、

第1クオーターの時点でいえば、当初

の計画を上回る好調な滑り出しといっ

たところでございます。

　ただ、今またコロナも増えてきてい

るというような状況もございますし、

物価高というところもあります。また

“最賃”の方も非常に高く、今度また

10月に上がるといったような状況で

もありますので、なかなかそう簡単に

はいかないかもしれません。けれども、

なんとかいいかたちで着地点を見いだ

したいなと思っています。また、収支

だけでなく、先ほど来からお話してい

るように、いわゆる身体的健康だけで

なく、精神的な部分を含めた新たなサ

ービスの開発……。ここについても、

ぜひともいいものを、今いろいろと模

索しながら新たな取り組みに挑戦しよ

うとしているところです。まだまだ試

行錯誤しているところではありますが、

これをなんとかものにして、皆様にご

紹介できるようになればいいなと思っ

ています。

吉田　ありがとうございます。それで

は、田畑顧問。

田畑　当社もコロナの影響を受けて、

恥ずかしながら、3期連続赤字で推移

しています。その中でもっとも痛かっ

たのは、コロナの渦中に大型総合店を

1年間に1店舗ずつ、3つ出店したこと

でした。１店舗目は2019年下期に出

したのですが、いきなり2020年のコ

ロナの影響に見舞われてしまった。そ

して、1年先送りして2022年に出店

した次の大型店、これは賃貸借契約上

の問題でどうしても出さなければなら

なかった。そうしなければペナルティ

がかかってくる。さらに、その次の店

舗もやはり賃貸借契約上出さなければ

いけない。これが2020年から今年に

かけて、我々にとって大きな重しとな

ってしまったことは否めません。この

負の部分が今、コロナからの回復によ

って、ようやく低迷状態から脱却でき

て、かつ会社全体の収益に対する影響

が少し緩和されるというところを見通

しているところでございます。そして

結果的に、収支の目標は今季、赤字か

らの脱却というところで、再度黒字転

換にという目標値になっている。その

ためにはもう少し奮起して頑張らない

といけないというようなところですけ

れども、目標を従業員全体で共有して、

必達していきたいと思っています。

吉田　ありがとうございます。では最

後に、小林社長、お願いします。

小林　今期はおそらく18年3月期、コ

ロナの前の前の収益水準までは戻ると

思っています。そして先ほどから話し

ているように、引き続き「人」の処遇

向上に前向きに努めること。加えて新

規事業をいくつか立ち上げて——来春

に開園する幼稚園もその一つですが、

そういったものを一つ一つ丁寧に整え

ていき、新しいかたちで来年度4月を

迎えられるように、今、準備を進めて

いるところです。なんとかなるかなと

思っています。

吉田　ありがとうございました。繰り

返しになりますが、健康寿命の延伸、

あるいは人生100年時代という言葉を

実現するためには、我々がこれまでや

ってきたこと——フィールドや施設を

つくり様々なソフトを提供することに

よって、そこに足を運んでいただくと

いうスタイルを踏襲するだけではなく、

真の運動の習慣化のためには、我々自

身が法人先や自治体に出向いていきな

がら、しっかり地域の健康を担うとい

う取り組みをしなければ、そういった

社会は絶対にやってこないと思ってい

ます。

　そういう意味において、世の中から

必要とされる業種として、ようやく

我々の力が発揮できるときが来たとい

うふうに感じています。この3年間の

マイナスを、我々はしっかり受け止め

てきましたので、これから先、皆さん

の事業がさらに発展できるように、共

に足並みをそろえ、互いに協力し合っ

て事業を推し進めていければと思いま

す。

　最後に、本日ご登壇いただきました

3名のパネリストの方々に盛大な拍手

をお願いして終了したいと思います。

ありがとうございました。

2023年（令和5年）9月12日
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SPORTEC体験ブース_実施⾵景

　8月1日より、正式にサービス提供がスタートした『FIAカラダ
年齢測定フィットネス体力テスト』。お陰様で、いくつかの加盟
企業において既にお客様への測定が実施されております。
　また、7月に東京ビックサイトで開催されましたSPORTEC20
23では、体力テストのプロモーションを目的とした測定体験会
を3日間にわたって実施し、フィットネスクラブ関係者、自治体関
係者、さらには教育機関の方々等幅広い方々に体験いただき
ました。
　今回は、SPORTECでの体験会の状況や、実際に測定に
参加された方々からお聞きしたアンケート調査の結果などをご
報告いたします。

【SPORTEC 2023　フィットネス体力テスト体験会実施レポ
ート】
　ここでは、当日の状況をお伝えすると共に、各クラブ様で測
定イベントを行われる際の参考となるような視点で、補足も追
記させていただきます。

■体験会参加実績：
　3日間で201名（10時受付開始⇒最終受付16時）
■測定受け入れ方法：
　お客様を4名で1グループとして括り、予約台帳を用意してブ
ースにお越しになられたらご希望の時間枠に沿って予約をして
いただき、さらに予約時間の明記された簡単な予約表（小さな
メモ）をお渡しすることで、時間間違いのトラブル防止と共に、
再来の確度をあげる対応をしました。
■体験会規模：
　（測定サポート人員）6名でローテーション。スマホ入力等初

動説明及び各測定エリアを分担して対応。一日平均で約70
名のお客様に対応し、イベントとして丁寧に対応するにはちょう
ど良い人員配置でした。
　（測定機材）トレッドミル4台/反復横跳び2レーン/立ち幅跳
び2レーン/長座体前屈2レーン/上体起こし2レーン/握力計3
個。
※測定に一番時間を要するのはやはり、トレッドミル急歩。それ
以外は慣れてくるとスムースに測定を捌いていけます。
■総括：
　今回測定に割いた時間は一日当たり正味6時間でしたが、
70名の測定に対応するとした場合おおよそ途切れることなく
測定が続く様子でした。年齢分布も幅広く、総じて体験したこと
によって自身の体力状況を相対的に知ることができたことに意
義を感じて頂けたと共に、何よりも楽しかったというお声が圧倒
的でした。201名の参加となると、やはり事故の発生という点に
は細心の注意を払って対応いたしました。
　実際に1名の60歳代の男性のお客様がトレッドミル急歩中
に、少し頑張りすぎて呼吸が苦しくなられて、途中で測定を中止
された事例がございました。しばらく休まれてから無事帰られ、大
事には至らず、サポートスタッフのケアとお客様ご自身でどうして
も受けたかったので参加されたということで、本件は特にクレー
ム等にはなっておりません。
　参加時の健康状態のチェックおよび安全な運用に関しては
事務局でも重要事項と考えており、今回の件を踏まえ事務局
でも改善策を検討いたします。
　最後になりましたが、サポートいただきました各社様・会場に
足をお運びいただきました企業の皆様ありがとうございました。
初の大型イベントはおかげさまで大盛況となりました。

※体験会の測定をサポートいただいた企業様（以下、敬称略）
野村不動産ライフ&スポーツ（株）/（株）ルネサンス/（株）東急スポーツオアシス

（株）ダンロップスポーツウェルネス/（株）ティップネス /JR東日本スポーツ（株）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……ご協力ありがとうございました。

1
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1

F C M 検 定 コ ー ナ ー

最新ニュース
●2023年度のフィットネスクラブ・マネジメント技能検定試
験申込み締切り迫る！
　今年の申込み締切りは10月3日（火）23：59までです。
（インターネット申請）
　※詳細はQRコードから確認願います。

●HPをリニュアルしました。https://fia.or.jp/fcm-test/

①FCM紹介ショート動画掲載

 
②過去問チャレンジコーナー新設

今月号より毎号、「FCM検定コーナー」として、最新のニュースや合格者のインタビュー記事、
さらにFCM活用事例紹介等を掲載させていただきます。

2 合格者インタビュー （16名掲載）

https://fcm-test.jp/
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　FCMは現場に必要なマネジメント知識（学科試験）とマネジメントスキル（実技試験）につい
て、判定するものです。合格者には技能士として国家資格が付与され、厚労省に記録されます。

①級別マネジメント知識 

②3級マネジメント知識例

F C M 検 定 コ ー ナ ー

3 FCM事例紹介
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③級別マネジメントスキル例

④級別マネジメント事例

F C M 検 定 コ ー ナ ー
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正会員加盟企業 Regular member

2023年（令和5年）9月12日

NEW MEMBERS 新規加盟企業紹介

▶▶▶企業PR
「トレーニングセンターサンプレイ」は、1977年に故・宮畑豊によ
り東京で設立されました。宮畑は脊椎分離症で寝たきり状態から
ボディビルダーへと驚異の転身を遂げ、国内外のコンテストで活
躍した、日本のフィットネスの先駆けとして知られる人物です。以
来、プロアスリートから健康維持・増進のための一般会員様まで
幅広くトレーニング指導を行い今日に至っております。 
　サンプレイが提唱するフィットネスとは、10年先、20年先の身
体をつくり、Q.O.L（Quality of life）を高めること。 私ども鹿児島
サンプレイもその精神を受け継ぎ、「今」だけではなく、将来的な
健康寿命を伸ばすための「本質的な」フィットネスに取り組み続
けています。

▶▶▶主要商品・サービス
2006年サンプレイ霧島隼人店オープン
2013年サンプレイ鹿児島中央店オー
プン。
2020年城山ホテル鹿児島に「Fitness 
Club 動」をオープン。

【企業概要】
運営 ● 株式会社ティーズ
所在地 ● 〒899-5102 鹿児島県霧島市隼人町真孝1570-7
代表者名 ● 竪山龍一
連絡先 ● 右のQRコードより問い合わせフォームにてご連絡ください。
https://www.sunplay-k.com

トレーニングセンターサンプレイ鹿児島
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ど、人口動態の大きな変化であります。

　例えば、ベビーブーム世代は、パン

デミックによって加速された定年退職

を迎え続けています。多くの従業員は、

子どもや高齢者、病弱な家族の世話を

することの難しさを目の当たりにし、

家族への義務を果たすために完全に退

職する選択をしています。しかし、こ

れらは、労働人口減少の原因の氷山の

一角に過ぎません。

　従業員は、自分たちの影響力が増し

ていることを認識し、より良いものや

環境をより強く求めるようになったの

です。より良い職場には様々な形があ

ります。例えば…、

・より多くの報酬

・柔軟性

・成長の機会

・メンターシップ

 （※メンバーのキャリアを親身にな

って応援するスタンス。　姿勢、態

度、心構え等）

・福利厚生

・ワークライフバランス

　ヘルス＆フィットネスクラブに関係

する皆さんが痛いほどよくご存じのよ

うに、COVID-19の大流行は労働市場

に衝撃を与え、あらゆるキャリアの

人々が人生や仕事に、この先何を求め

るかを再考するきっかけとなりました。

その結果、労働者は一斉に、自分の求

める生活を送れる雇用主へと転職して

いきました。

　雇用の確保に於いて報酬は依然とし

て決定的に重要ではありますが、ポス

トコロナの今、もはや報酬だけが人材

を維持し惹きつけるためのすべてでは

なくなっています。

人材大移動の原因は何か？

　労働人口の減少には多くの理由があ

ります。パンデミック以前に比べ、現

在では労働人口が減少していいます。

　ひとつは、米国の人口の年齢分布な

・期待の明確さ

・より質の高い人々と働くこと

・組織のミッションにより有意義に関

与すること

　従業員は、これらを単なる美徳とし

てではなく、仕事の要件として捉える

ようになってきています。

ビジネスへの影響は？

　主な影響は明らかです。新しい人材

を惹きつけ、既存の人材を維持するこ

とが難しくなっているのです。

　ヘルス＆フィットネスクラブへのト

リクルダウン効果（※1文末に補足）

はたくさんあります。人手不足は、ト

レーナーやクラブスタッフから企業オ

フィスの管理専門家に至るまで、業界

のあらゆるレベルで高い求人倍率につ

ながっています。

　運動器具のサプライヤーは、生産に

携わる人が減ったため、供給不足に直

面しています。サービスや製品の縮小

2023年（令和5年）9月12日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

フィットネス業界における人材大移動を
ナビゲートする

「現在の従業員の希望を知ることで、人材確保の問題を解決しよう！」
——Fisher & Phillips, LLPのアレックス・カストロ法務博士とアダム・スロッチャー法務博士が、

フィットネス業界における人材不足の課題を解決するためのいくつかの方法を紹介します。

IHRSA グローバルレポート

Alex Castro（アレックス・カストロ）著者 FIA松村　剛翻訳
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にもかかわらず、利益を維持するため

に価格が上昇しているのです。

　人手不足を解決するために、あなた

の企業が実施できると考える4つのこ

とをまとめました：

1.健康的な職場環境を作る

2.従業員が求める良い報酬と福利厚生

3.仕事の柔軟性＝ワークライフバラン

スの向上

4.人材を惹きつけ維持するための無形

資産の促進

より健全な職場環境の構築

　これらは重大な問題ですが、明るい

兆しもあります。問題に対する別の見

方は、代わりに解決策の機会を見るこ

とです。

　従業員の仕事に対する考え方は、雇

用主が追いつくよりも早く変化してい

ます。そこにチャンスがあるのです。

従業員が入社したい、一緒にいたいと

思う組織になるために、そこが企業が

競争に打ち勝つチャンスなのです。視

点を変えるだけで、すべてが変わりま

す。

　ヘルス＆フィットネス組織が解決す

べきパズルは、"どうすれば従業員に

とってより良い場所になるのか？"と

いうことなのです。

　その答えは、企業によって異なるで

しょう。

　従業員の「より良い」の主な定義は、

いくつかの大まかなカテゴリーで捉え

ることができます。

・報酬と福利厚生

・柔軟性

・バランス

　意義のある仕事、企業の使命への賛

同、自分の貢献が評価されている実感

など、無形の資質も従業員の心に重く

のしかかっています。

従業員はより良い報酬と
福利厚生を求めている

　従業員が報酬と引き換えに働いてい

ることは周知の事実です。従業員に正

当な報酬が支払われていれば、従業員

はあなたの企業で働き続けたいと思う

可能性が高くなります。

　報酬にはもちろん、福利厚生も含ま

れます。従業員が求める主な福利厚生

は、健康保険、歯科保険、視力保険な

どです。しかし、休暇、学生ローン支

援、学費支援、有給育児休暇なども重

視されます。

「利点」と「特典」を区別することは

重要です。結局のところ、従業員が求

めているのは、生活全体の質を向上さ

せる福利厚生なのです。多くの雇用主

は、間違いなく素晴らしいですが、従

業員の全体的な幸福に有意義に貢献し

ない「特典」で従業員を動かそうとす

る傾向もあります。

　無料のジム会員権やフィットネスク

ラス、無料のコーヒー、会社の記念品

などを従業員が喜ぶのは確かですが、

これらはその場限りの特典です。従業

員の満足度にはある程度貢献するかも

しれませんが、従業員が自分の仕事に

ついてどう感じるかには意味のある影

響を与えないでしょう。雇用主は、大

口のアイテムに焦点を当てるべきだと

考えます。

仕事の柔軟性＝
ワークライフバランスの向上

　パンデミックはリモートワークの傾

向を加速させました。多くの仕事が日

常的な職場文化から切り離され、中核

的な機能だけに絞られると、多くの従

業員はいつでもどこでも自分の仕事が

できることに気づいたのです。

　例えば、小包を受け取るために

PTO(有給休暇)を取らない、修理業者

を中に入れる、仕事をしながら洗濯を

する等です。

　従業員が離職する最大の理由のひと

つである家族のケアも、管理しやすく

なりました。在宅勤務の従業員は病気

や高齢の家族のそばにいることができ、

パンデミック中に遠隔地の学校に通っ

ていた子どもたちを見守ることもでき

ます。

2023年（令和5年）9月12日
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　従業員はまた、時間とコストを削減

しました。柔軟な勤務形態は通勤時間

を削減し、従業員は家族と過ごす時間

を増やすことができます。幼い子ども

がいる従業員は、夕食に間に合うよう

に帰宅し、就寝前に幼い子どもと過ご

すことができたと報告しています。職

場にいないことで、ガソリンを買う量

が減り、車の走行距離が減り、外食ラ

ンチを買わずに済み、保育料も節約で

きるようになりました。

　その一方で、従業員は仕事上の責任

をうまくこなしています。多くの従業

員が次のように報告しています。

・自宅での生産性が向上した

・通勤に時間を費やさない

・職場で気が散るような会話をしない

で仕事に集中できる

　従業員の状況はそれぞれ異なります。

仕事とプライベートをきっちり分ける

のではなく、自分に合った方法で仕事

とプライベートを織り交ぜることが可

能となったのです。

　上記は、柔軟な勤務形態が従業員の

ワーク・ライフ・バランスに貢献して

いる方法のほんの一例に過ぎません。

多くの従業員は、柔軟な働き方が自分

にとってどのように機能するかを経験

した後、その柔軟性を手放したくない

と思っています。

　ハイブリッド・ワークシフトにより、

雇用主は従業員の仕事生活が雇用主に

は必ずしも目に見えない形で変化して

いることに留意する必要がありますが、

それでもハイブリッド・ワークシフト

は重要です。仕事の職務上それが許さ

れるのであれば、雇用主は従業員が希

望どおりに仕事を遂行できると信頼す

べきです。

無形資産を促進して
才能を惹き付け、維持する

　従業員は人生のかなりの時間を仕事

に費やします。 有能な人材を維持し、

惹き付けたいと考えている雇用主にと

って、従業員は単にかなりの“時間”

だけではなく、人生のかなりの“部

分”を仕事に費やしているということ

を正確に理解しておくとはとても有効

でしょう。この区別は重要です。 

　仕事は従業員の生活の一部であり、

従業員は全体的な生活の質に貢献する

場所で働きたいと考えているのです。

　目に見えない特性（例：感情、知識、

信念、価値観等）は、従業員の心の中

で雇用主を区別するのに役立ちます。 

従業員は、自分が携わっている仕事に

は意味があると感じたいと考えていま

す。

 　彼らは、自分の意見が評価され、

より壮大な企業使命に貢献していると

感じたいと考えています。何も考えず

に単に書類を処理し、自分の仕事が会

社によってどのように評価されている

かを理解していない従業員は仕事に対

する個人的な満足度が低く、退職リス

クが高くなります。

　これらの目に見えない特性を認識し

促進するには、多くの場合、従業員を

理解し、従業員を優先する適切なリー

ダーを雇用することが必要です。

重要なポイント

　人材管理で最も成功している雇用主

は、従業員とオープンなコミュニケー

ションを取っています。 従業員が何

を最も望んでいるか知りたい場合は、

尋ねてください。 雇用主は、匿名ア

ンケートを実施したり、産業心理学者

を雇用したりするなどしてその分野で

成功を収めています。

　人材の大規模な移住は企業に多くの

課題をもたらします。人材を維持し惹

き付けるには、雇用主が従業員ありき

の考え方、つまり従業員がワークライ

フ（仕事生活）で直面する課題や従業

員が大切にしているものを理解する考

え方が必要です。

　今日の労働市場では、従業員には数

多くの選択肢があります。 雇用主は、

従業員が自分たちのために働くことが、

結局は従業員の全体的な幸福に貢献す

ることになるということを示したいと

思うでしょう。 よく言われるように、

良い人はビジネスに適しているのです。

2023年（令和5年）9月12日

※1 ： トリクルダウン効果
  「富める者が富めば、貧しい者にも自然に富

がこぼれ落ち、経済全体が良くなる」とする
経済理論と、Wikipediaには記されていま
す。

著者紹介
アレックス・カストロ氏
Alex Castro 法務博士は、Fisher & Phillips, LLP フ
ォート ローダーデール オフィスのアソシエイトであり、雇
用法と訴訟弁護の分野で民間および公共部門の雇用
主および教育機関の代理を務めています。 彼は、差
別、報復、ハラスメント、内部告発の申し立てのほか、賃
金や時間に関する紛争、競業禁止やその他の制限的
な規約に関する紛争など、幅広い問題に関する職場紛
争を扱っています。
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フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、

若
年
層
拡
大
で
巻
き
返
し

初
心
者
が
支
持

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
打

撃
を
受
け
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
が
巻
き
返

し
を
図
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）
が

相
次
い
だ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
で

休
業
要
請
な
ど
の
対
象
に
な
っ
た

り
す
る
な
ど
逆
境
も
あ
っ
た
。
足

元
で
は
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
ジ
ム
の
利
用
が
広
が
る
な
ど

新
た
な
需
要
を
喚
起
し
、
市
場
の

再
成
長
の
芽
が
出
つ
つ
あ
る
。

「
会
員
数
と
し
て
日
本
一
が
視
野

に
入
っ
た
」
。
R
I
Z
A
P
グ
ル

ー
プ
の
瀬
戸
健
社
長
は
、
低
料
金

の
24
時
間
型
セ
ル
フ
型
ジ
ム

「ch
ocoZ

A
P

（
ち
ょ
こ
ざ
っ

ぷ
）
」
の
成
長
に
手
応
え
を
話

す
。
２
０
２
２
年
7
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
ち
ょ
こ
ざ
っ
ぷ
の
会
員
数

は
今
年
５
月
時
点
で
55
万
人
を
突

破
。
２
月
時
点
か
ら
３
カ
月
で
約

25
万
人
増
え
る
な
ど
ペ
ー
ス
が
上

が
っ
て
い
る
。Fast Fitness Japan

（
F
F
J
）
が
展
開
す
る
「
エ
ニ

タ
イ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
の
74
万

人
（
３
月
末
時
点
）
や
、
女
性
向

け
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
運
営
す
る
カ

ー
ブ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
77

万
人
（
５
月
末
時
点
）
超
え
を
狙

う
。

　

月
額
３
２
７
８
円
と
、
一
般
的

な
ジ
ム
の
半
額
程
度
だ
。
光
熱
費

な
ど
の
高
騰
を
受
け
て
ほ
か
の
大

手
が
値
上
げ
に
踏
み
切
る
な
か
、

値
段
の
低
さ
が
目
立
つ
。
扱
い
が

簡
単
な
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
を
設
置
し
た
ほ
か
、
セ
ル
フ
式

の
エ
ス
テ
・
脱
毛
マ
シ
ン
を
導
入

し
、
運
動
初
心
者
や
女
性
層
を
取

り
込
ん
で
い
る
。
会
員
男
女
比
は

５:
５
で
「
若
干
女
性
の
方
が
多

い
」
（
同
社
）
と
い
う
。

　

６
月
末
の
店
舗
数
は
７
０
０
店

を
超
え
る
。
主
に
東
京
や
大
阪
、

名
古
屋
な
ど
都
市
圏
の
住
宅
街
に

出
店
し
て
い
る
と
い
う
。
26
年
３

月
期
ま
で
に
２
０
０
０
店
舗
ま
で

拡
大
す
る
方
針
だ
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
「
ラ
イ
ザ
ッ

プ
」
の
伸
び
悩
み
が
課
題
だ
っ
た

が
、
ラ
イ
ザ
ッ
プ
の
ハ
ー
ド
な
メ

ニ
ュ
ー
は
敬
遠
し
が
ち
な
若
者
も

ち
ょ
こ
ざ
っ
ぷ
で
裾
野
を
広
げ
て

い
る
。
同
社
幹
部
は
「
グ
ル
ー
プ

全
体
の
戦
略
が
明
確
に
な
り
、
投

資
家
へ
の
事
業
説
明
が
し
や
す
く

な
っ
た
」
と
話
す
。

　

足
元
は
ま
だ
先
行
投
資
の
段
階

だ
。
24
年
３
月
期
（
今
期
）
の
連

結
最
終
損
益
（
国
際
会
計
基
準
）

は
90
億
円
の
赤
字
（
前
期
は
１
２

７
億
円
の
赤
字
）
、
売
上
高
に
あ

た
る
売
上
収
益
は
前
期
比
12
％
増

の
１
８
０
０
億
円
を
見
込
む
。
今

期
ま
で
は
ち
ょ
こ
ざ
っ
ぷ
店
舗
拡

大
の
先
行
投
資
が
か
さ
む
が
、
来

期
か
ら
は
投
資
の
回
収
期
間
に
入

る
と
し
て
い
る
。
５
月
時
点
の
会

員
数
55
万
人
か
ら
単
純
計
算
す
る

と
売
上
高
は
約
２
０
０
億
円
と
な

り
、
今
後
の
業
績
寄
与
が
ど
こ
ま

で
広
が
る
か
が
注
目
と
な
り
そ
う

だ
。

　

若
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
る
の

は
R
I
Z
A
P
だ
け
で
は
な
い
。

24
時
間
型
ジ
ム
で
、
若
年
の
男
性

層
を
掘
り
起
こ
し
て
成
長
し
て
い

る
の
が
F
F
J
だ
。
店
舗
数
は
23

年
３
月
末
で
１
０
６
８
店
舗
。
18

年
３
月
末
の
３
１
８
か
ら
５
年
で

３
倍
以
上
に
拡
大
し
た
。
プ
ー
ル

や
ス
タ
ジ
オ
、
温
浴
施
設
な
ど
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
あ
る
設

備
を
省
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
に
特
化
し
、
初
期
投
資
を
抑
制

し
て
急
速
な
店
舗
拡
大
を
実
現
し

て
い
る
。
店
舗
の
約
8
割
が
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
（
F
C
）

店
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
体
の
会
員
数
は
23
年
３
月
末

で
74
万
人
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
で
21
年
３
月
期
は
前
年
割

れ
と
な
っ
た
も
の
の
、
積
極
的
な
新

規
出
店
を
背
景
に
会
員
数
を
伸
ば

し
て
い
る
。
会
員
の
約
９
割
が
40

代
以
下
で
、
男
性
が
８
割
、
女
性
が

２
割
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
50
代
以
上
の
利
用
者
が
目

立
つ
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
23
年
３
月

期
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
会
員
は
56
％

が
50
歳
以
上
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
に
店
舗
拡
大
の
効
果
も
あ

り
、
27
年
３
月
期
に
は
過
去
最
高

の
会
員
数
を
目
指
す
と
い
う
。
い

ち
よ
し
経
済
研
究
所
の
鮫
島
誠
一

郎
首
席
研
究
員
は
「
ち
ょ
こ
ざ
っ

ぷ
や
エ
ニ
タ
イ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

の
店
舗
数
拡
大
で
若
者
の
新
規
会

員
獲
得
に
懸
念
が
あ
る
」
と
の
見

方
を
示
す
。
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー

ツ
は
22
年
3
月
期
で
50
代
以
上
が

67
％
。
総
合
型
ク
ラ
ブ
は
顧
客
層

の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
か
も
焦
点
と

な
る
。

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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女
性
向
け
で
拡
大
す
る

カ
ー
ブ
ス
は
会
員
数
が
回
復
傾
向

　

50
歳
以
上
の
女
性
を
メ
イ
ン
顧

客
層
に
据
え
て
急
拡
大
し
て
き
た

の
が
カ
ー
ブ
ス
H
D
だ
。
コ
ロ
ナ

で
停
滞
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
盛

り
返
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前

（
20
年
２
月
時
点
）
の
会
員
数
は

83
万
人
。
一
時
60
万
人
を
下
回
っ

た
が
、
23
年
５
月
末
時
点
で
77
万

人
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
不
採
算
店
舗
の
統
廃
合
を

進
め
た
が
、
そ
の
う
ち
7
割
の
会

員
が
近
隣
店
舗
に
移
籍
し
た
と
い

う
。
店
舗
数
は
20
年
８
月
時
点
の

２
０
２
０
店
か
ら
23
年
５
月
末
時

点
で
１
９
５
６
店
に
な
っ
て
い

る
。

　

東
海
東
京
調
査
セ
ン
タ
ー
の
細

井
克
己
シ
ニ
ア
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、

会
員
数
は
今
期
（
23
年
８
月
期
）

に
コ
ロ
ナ
前
と
同
水
準
に
回
復
す

る
と
予
想
し
て
い
る
。
「
健
康
意

識
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
利
用
者

間
で
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、
退
会
率
の
低

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
24
時
間

型
ジ
ム
や
総
合
型
ク
ラ
ブ
と
も
顧

客
の
す
み
分
け
が
で
き
て
い
る
」

と
み
る
。

回
復
な
お
半
ば
　

問
わ
れ
る
訴
求
力

　

経
済
産
業
省
の
特
定
サ
ー
ビ
ス

産
業
動
態
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
２
０
２
２

年
の
利
用
者
は
延
べ
２
億
１
０
０

０
万
人
だ
っ
た
。
18
年
の
延
べ
２

億
５
６
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
に
伸

び
悩
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
直

撃
。
20
年
に
は
1
億
７
１
０
０
万

人
に
急
減
し
て
い
た
。
日
本
生
産

性
本
部
（
東
京
・
千
代
田
）
の
レ

ジ
ャ
ー
白
書
に
よ
る
と
、
市
場
規

模
（
推
計
値
）
は
21
年
に
前
年
比

29
％
増
の
４
１
３
０
億
円
に
拡
大

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
年
比

で
は
17
％
減
の
水
準
だ
。

　

経
済
産
業
省
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
活

況
度
を
示
す
「
第
３
次
産
業
活
動
指

数
」
で
み
る
と
、
20
年
に
大
き
く
低

下
し
て
以
降
、
足
元
で
改
善
傾
向
に

あ
る
が
、
回
復
は
道
半
ば
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
在
宅
勤
務
の

普
及
や
外
出
自
粛
な
ど
を
背
景
と

し
た
運
動
不
足
も
関
心
事
と
な
っ

た
。
今
年
５
月
に
感
染

法
上
の
位
置
づ
け
が

「
５
類
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
、
外
出
機
会
が

増
え
て
い
る
。
首
都
圏

で
は
最
高
気
温
が
35
度

以
上
の
猛
暑
日
と
な
る

日
も
多
い
。
本
格
的
な

夏
を
迎
え
、
薄
着
で
目

立
つ
「
コ
ロ
ナ
太
り
」

の
解
消
の
た
め
に
鍛
え

直
す
人
が
増
え
る
可
能

性
も
あ
る
。
消
費
者
に

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
訴
求

し
て
い
け
る
か
が
重
要

か
も
し
れ
な
い
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
は
従
来
の
総
合
型
な

ど
の
大
型
施
設
だ
け
で
な
く
、
大

型
商
業
施
設
の
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

入
居
す
る
小
規
模
タ
イ
プ
や
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
実
施
す
る
パ

ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

様
々
な
種
類
が
出
て
き
て
い
る
。

訴
求
の
過
程
で
は
、
こ
れ
ら
の
幅

広
い
受
け
皿
が
あ
る
こ
と
の
認
知

も
高
め
た
い
。（

２
０
２
３
年
８
月
7
日
／

日
経
ヴ
ェ
リ
タ
ス　

鎌
田
旭
昇
）

　「民
営
学
童
」
5
年
で
3
割
増

公
営
か
ら
の
委
託
目
立
つ

コ
ロ
ナ
で
浸
透
、

習
い
事
も
提
供

　

民
間
企
業
が
運
営
す
る
学
童
保

育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
が
存

在
感
を
増
し
て
い
る
。
過
去
５
年

間
で
施
設
数
は
３
割
増
え
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
在
宅
勤

務
が
広
が
り
、
学
習
塾
や
習
い
事

な
ど
を
併
設
し
た
学
童
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
た
。
地
方
自
治
体
で

は
人
手
不
足
で
民
間
に
委
託
す
る

ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。

　

学
童
施
設
の
利
用
児
童
数
は
急

増
し
て
い
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
に

よ
る
と
、
２
０
２
３
年
５
月
時
点

（
速
報
値
）
で
公
立
と
民
間
で
計

１
４
４
万
５
４
５
９
人
と
前
年
比

３
・
８
％
伸
び
た
。
希
望
し
な
が

ら
も
利
用
で
き
な
か
っ
た
待
機
学

童
は
１
万
６
８
２
５
人
と
10
・
８

％
増
え
た
。

　

全
国
で
ク
ラ
ス
数
は
５
３
１
カ

所
増
（
１
・
５
％
増
）
の
３
万
６

７
４
０
カ
所
と
な
っ
た
も
の
の
、

需
要
の
高
ま
り
に
施
設
整
備
が
追
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い
つ
い
て
い
な
い
。

　

受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
民
営
学
童
」
だ
。
民
間
が
設

置
・
運
営
す
る
施
設
は
17
年
の
４

７
３
５
カ
所
か
ら
22
年
に
６
２
１

０
カ
所
に
31
％
拡
大
し
た
。
東
京

で
は
１
・
５
倍
の
２
０
７
カ
所
だ

っ
た
。
民
間
学
童
保
育
協
会
の
調

査
で
は
、
同
庁
の
管
轄
外
で
も
２

２
２
０
施
設
あ
る
と
い
う
。

　

背
景
に
あ
る
の
が
コ
ロ
ナ
禍
で

広
が
っ
た
在
宅
勤
務
だ
。
み
ず
ほ

リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の

杉
田
裕
子
氏
は
「
在
宅
勤
務
の
広

が
り
を
機
に
週
に
数
日
、
民
間
運

営
の
学
童
に
預
け
て
習
い
事
も
受

け
さ
せ
た
い
と
い
う
ス
ポ
ッ
ト
的

な
利
用
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
た
」
と

分
析
す
る
。

　

一
橋
大
学
の
高
久
玲
音
准
教
授

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
に
公
立
の

学
童
が
人
員
を
確
保
で
き
ず
に
一

時
的
に
閉
鎖
し
て
以
降
、
民
間
の

利
用
者
が
増
え
た
」
と
話
す
。
共

働
き
世
帯
が
拡
大
基
調
に
あ
る
の

も
影
響
し
て
い
る
。

　

民
営
学
童
は
公
立
で
受
け
ら
れ

な
い
習
い
事
な
ど
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
も
提
供
す
る
。
都
内
で
学
童
を

運
営
す
る
リ
ッ
ク
キ
ッ
ズ
（
東

京
・
江
東
）
は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
な
ど
に
加

え
、
自
宅
ま
で
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

も
設
け
る
。
月
島
校
教
室
長
の
集

貝
な
つ
き
氏
は
「
習
い
事
も
さ
せ

た
い
と
い
う
働
く
保
護
者
の
要
望

に
で
き
る
限
り
応
え
た
い
」
と
語

る
。

　

気
に
な
る
の
は
親
の
負
担
だ
。

国
の
補
助
を
受
け
な
い
同
社
の
平

均
利
用
額
は
お
よ
そ
月
４
万
円
、

週
１
回
の
利
用
で
１
・
３
万
円
ほ

ど
に
な
る
。
月
３
０
０
０
～
７
０

０
０
円
程
度
が
多
い
と
さ
れ
る
公

立
に
比
べ
れ
ば
割
高
だ
。
そ
れ
で

も
「
高
額
に
な
っ
て
も
送
迎
や
習

い
事
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
声

は
多
い
」
（
高
久
氏
）
と
い
う
。

　

地
方
自
治
体
が
学
童
を
民
間
に

委
託
す
る
動
き
も
あ
る
。
高
松
市

は
24
年
度
か
ら
市
内
の
公
立
施
設

の
運
営
を
す
べ
て
企
業
に
委
託
す

る
。
担
当
者
は
「
市
で
は
学
童
職

員
が
確
保
で
き
な
い
。
子
ど
も
の

多
様
な
体
験
や
待
機
学
童
の
解
消

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。
利
用

料
は
現
在
の
数
千
円
か
ら
変
え
な

い
。
自
治
体
が
運
営
す
る
公
立
学

童
で
は
人
手
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
こ
ど
も
家
庭
庁
の
審
議
会

で
は
人
手
不
足
が
質
の
低
下
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
懸
念
の
声
が

相
次
い
で
い
た
。
民
間
委
託
は
そ

の
解
決
策
の
一
つ
と
な
る
。

　

少
子
化
対
策
を
重
視
す
る
岸
田

政
権
も
学
童
の
拡
充
を
掲
げ
る
。

年
内
に
学
童
の
受
け
皿
や
職
員
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
ま
と

め
、
24
年
度
か
ら
始
め
る
方
針

だ
。
23
年
は
待
機
学
童
数
の
調
査

を
５
月
と
10
月
の
２
回
に
拡
充

し
、
き
め
細
か
く
実
態
を
把
握
す

る
。

　

民
営
学
童
は
公
立
に
入
れ
な
か

っ
た
児
童
ら
の
引
き
受
け
先
に
な

っ
て
い
る
。
一
方
で
民
間
が
提
供

す
る
高
額
な
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
し

な
い
親
も
い
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
施
設
を
充
実
で
き
る

か
が
課
題
と
な
る
。

▼
学
童
保
育　

働
く
親
が
家
を
留

守
に
し
て
い
る
放
課
後
の
時
間
帯

に
小
学
生
を
施
設
に
預
け
る
制

度
。
自
治
体
や
N
P
O
、
民
間
企

業
が
運
営
す
る
。
夕
方
以
降
も
預

け
ら
れ
る
施
設
が
増
え
て
お
り
、

午
後
6
時
半
以
降
に
開
い
て
い
る

施
設
は
22
年
５
月
で
全
体
の
６
割

程
度
を
占
め
る
。
料
金
は
自
治
体

が
運
営
す
る
場
合
で
月
３
０
０
０

～
７
０
０
０
円
ほ
ど
が
中
心
。
民

間
の
施
設
は
２
万
円
を
超
え
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
10
万
円
程
度
で
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
者
も
い
る
。

（
２
０
２
３
年
８
月
８
日
／
日
経
） 

子
ど
も
の
習
い
事

諦
め
な
い
で

低
所
得
世
帯
支
援
へ
寄
付

「
体
験
格
差
」
を
解
消
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
を
呼
び
か
け

る
「
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル

ド
レ
ン
」
の
今
井
悠
介
代
表
理
事

（
後
列
中
央
）
ら
（
７
月
、
東
京

都
内
）
＝
共
同

　

低
所
得
家
庭
の
子
ど
も
は
、
習

い
事
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
学
校
以
外

の
体
験
を
諦
め
て
い
る
実
態
が
あ

る
―
―
。
小
学
生
の
「
体
験
格
差
」

を
解
消
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本

格
化
さ
せ
る
た
め
、
教
育
支
援
に

取
り
組
む
公
益
社
団
法
人
「
チ
ャ

ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド
レ
ン
」

（
C
F
C
、
東
京
・
墨
田
）
が
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
寄

付
を
募
っ
て
い
る
。

　

今
井
悠
介
代
表
理
事
は
「
学
習

支
援
に
比
べ
て
優
先
順
位
は
低
く

さ
れ
て
き
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
が
人
生
を
豊
か
に
す

る
」
と
訴
え
る
。

　

C
F
C
が
昨
秋
に
小
学
生
の
保

護
者
約
２
１
０
０
人
に
実
施
し
た

調
査
で
は
、
学
習
塾
を
除
く
ス
ポ

ー
ツ
や
音
楽
と
い
っ
た
習
い
事
の

ほ
か
、
旅
行
や
キ
ャ
ン
プ
、
動
物

園
・
博
物
館
な
ど
を
訪
れ
る
機
会

が
1
年
間
で
ゼ
ロ
と
回
答
し
た
の

が
、
年
収
３
０
０
万
円
未
満
の
世

帯
で
約
３
分
の
1
に
上
っ
た
。

　

最
近
の
物
価
高
が
体
験
機
会
減

少
に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
低
所
得
世

帯
の
小
学
生
ら
を
対
象
に
、
寄
付

で
集
め
た
資
金
で
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
音
楽
教
室
な
ど
の
利

用
料
を
賄
う
も
の
。
宮
城
県
石
巻

市
、
岡
山
市
、
那
覇
市
の
N
P
O

な
ど
と
も
協
力
し
、
東
京
を
含
め

た
４
拠
点
で
実
施
す
る
。

　

２
０
２
５
年
度
末
ま
で
に
全
国

10
拠
点
へ
拡
大
し
、
千
人
の
小
学

生
を
支
援
し
た
い
と
し
て
い
る
。

寄
付
は
当
面
2
千
万
円
が
目
標
。

詳
細
は
C
F
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
案
内
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
８
月
12
日
／
共
同
）

運
動
中
の
ケ
ガ

原
因
は
若
い
頃
の
身
体
記
憶

　

元
気
の
処
方
箋
（
東
京
大
学
医
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学
部
付
属
病
院　

理
学
療
法
士　

山
口
正
貴
さ
ん
）

　

子
ど
も
の
運
動
会
や
急
な
運
動

で
転
倒
や
け
が
を
す
る
大
人
が
い

る
。
こ
れ
は
自
分
の
体
に
対
す
る

思
い
込
み
が
現
実
と
ズ
レ
て
い
る

と
起
こ
り
や
す
い
。
例
え
ば
こ
れ

か
ら
全
力
疾
走
す
る
こ
と
を
考
え

て
み
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
が
想
像

す
る
走
り
方
は
何
歳
の
自
分
だ
ろ

う
か
。
10
代
な
ど
若
く
最
速
だ
っ

た
と
き
だ
ろ
う
か
。

　

も
し
身
体
能
力
が
高
か
っ
た
過

去
の
自
分
を
想
像
し
た
な
ら
、
脳

か
ら
筋
肉
に
当
時
と
同
じ
よ
う
な

指
令
が
出
る
。
し
か
し
、
筋
力
や

柔
軟
性
が
低
下
し
て
い
れ
ば
同
じ

よ
う
に
は
動
か
な
い
。
想
像
よ
り

も
蹴
る
力
が
弱
い
し
、
足
が
上
が

ら
な
い
。
気
づ
い
た
と
き
に
は
す

で
に
転
倒
し
て
い
る
。

　

思
い
込
み
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
に
は
ま
ず
思
い
込
み
の
存

在
に
気
づ
く
こ
と
。
そ
し
て
思
い

込
み
と
実
態
と
の
ズ
レ
を
な
く
す

こ
と
。
久
し
ぶ
り
に
す
る
運
動
で

あ
れ
ば
事
前
に
そ
の
動
き
を
繰
り

返
し
行
い
、
本
番
ま
で
に
現
在
の

能
力
を
脳
に
正
し
く
上
書
き
保
存

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
が

多
い
秋
に
向
け
て
今
か
ら
練
習
を

し
て
お
こ
う
。

（
２
０
２
３
年
８
月
14
日
／
日
経　

F
I
A
事
務
局
註
：
記
事
一
部
割
愛
）

運
動
メ
ニ
ュ
ー
、

ア
プ
リ
が
提
案

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
運
営
す

る
F
i
T
（
フ
ィ
ッ
ト
、
京
都

市
）
は
顧
客
の
運
動
デ
ー
タ
を
基

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
提

案
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
。
契

約
継
続
率
や
顧
客
満
足
度
の
向
上

に
つ
な
げ
る
。
２
０
２
４
年
に
も

投
入
し
、
25
年
に
１
０
０
万
人
の

利
用
者
獲
得
を
め
ざ
す
。
開
発
費

な
ど
に
充
て
る
た
め
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
V
C
）
の
ニ
ッ

セ
イ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
５
社
を

引
受
先
と
す
る
第
三
者
割
当
増
資

で
３
億
５
０
０
０
万
円
を
調
達
し

た
。
併
せ
て
金
融
機
関
か
ら
２
億

５
０
０
０
万
円
を
借
り
入
れ
た
。

（
２
０
２
３
年
８
月
16
日
／
日
経
） 

溺
水
者
を
顔
認
証
で
検
知

ダ
イ
ワ
通
信
な
ど
実
験
、

カ
メ
ラ
に
A
I

　

ダ
イ
ワ
通
信
は
16
日
、
顔
認
証

カ
メ
ラ
で
溺
水
者
を
検
知
す
る
シ

ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
始
め
る
と

発
表
し
た
。
室
内
プ
ー
ル
に
人
工

知
能
（
A
I
）
を
搭
載
し
た
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
カ
メ
ラ
で
一
定
時

間
顔
認
証
で
き
な
い
人
が
い
る
場

合
に
監
視
員
へ
通
知
、
捜
索
・
救

助
を
要
請
す
る
。
実
験
結
果
を
基

に
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
、
２
０
２

３
年
度
内
の
販
売
を
目
指
す
。

　

実
証
実
験
に
は
石
川
県
を
中
心

に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
運
営

す
る
エ
イ
ム
（
金
沢
市
）
が
協
力

す
る
。
９
月
に
も
同
県
能
美
市
の

室
内
プ
ー
ル
に
設
置
し
、
実
験
期

間
を
１
ヵ
月
ほ
ど
設
け
る
。
ダ
イ

ワ
通
信
の
岩
本
秀
成
社
長
は
16
日

の
会
見
で
「
痛
ま
し
い
水
難
事
故

を
な
く
し
た
い
。
学
校
な
ど
の
屋

外
プ
ー
ル
へ
の
導
入
も
模
索
し
て

い
る
」
と
話
し
た
。

　

室
内
プ
ー
ル
の
入
り
口
で
顔
認

証
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
入
室
管
理
を

行
い
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
顔
認
証

カ
メ
ラ
を
設
け
る
。
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
カ
メ
ラ
に
一
定
時
間
映
ら
な

い
人
が
い
れ
ば
監
視
員
に
通
知

し
、
目
視
で
の
確
認
を
促
す
。
ダ

イ
ワ
通
信
は
「
ゴ
ー
グ
ル
や
帽
子

を
着
用
す
る
プ
ー
ル
利
用
者
を
正

確
に
把
握
で
き
る
よ
う
改
良
し
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
通
園
バ
ス
な
ど
へ
の

園
児
の
置
き
去
り
を
防
ぐ
顔
認
証

を
利
用
し
た
安
全
装
置
を
開
発

し
、
４
月
に
は
販
路
拡
大
に
向
け

ヤ
マ
ト
運
輸
と
業
務
委
託
契
約
を

結
ん
だ
。
担
当
者
は
「
社
会
問
題

を
A
I
を
使
っ
て
解
決
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
８
月
17
日
／
日
経
） 

子
ど
も
の
体
力
向
上
へ
、

学
校
に
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣

今
年
度
、

8
都
府
県
で

モ
デ
ル
事
業

　

子
ど
も
の
体
力
向
上

を
目
指
し
、
理
学
療
法

士
（
P
T
）
を
学
校
に

派
遣
し
て
適
切
な
運
動

方
法
を
指
導
す
る
「
認

定
ス
ク
ー
ル
ト
レ
ー
ナ

ー
制
度
」
の
創
設
を
目

指
す
動
き
が
始
ま
っ
て

い
る
。
専
門
家
団
体
が

旗
振
り
役
と
な
っ
て
出

前
授
業
な
ど
の
モ
デ
ル

事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
よ
う
に
子

ど
も
や
学
校
を
支
え
る
全
国
的
な

制
度
に
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

団
体
は
P
T
や
整
形
外
科
医
ら

で
つ
く
る
公
益
財
団
法
人
「
運
動

器
の
健
康
・
日
本
協
会
」
（
東

京
）
。
協
会
の
研
修
を
受
け
た

P
T
を
ス
ク
ー
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
に

認
定
し
、
市
区
町
村
教
育
委
員
会

な
ど
を
通
じ
て
各
学
校
に
派
遣
す

る
仕
組
み
を
構
想
し
て
い
る
。
認

定
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
始
め
る

予
定
だ
。

　

23
年
度
は
８
都
府
県
で
モ
デ
ル
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事
業
を
実
施
。
島
根
県
で
は
隠
岐

の
島
町
な
ど
の
中
学
校
で
月
１
回

「
ス
ポ
ー
ツ
で
け
が
を
し
な
い
た

め
の
方
法
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

講
演
し
て
い
る
。
健
康
診
断
の
際

に
は
、
体
の
動
か
し
方
も
指
導
す

る
と
い
う
。

　

京
都
市
の
中
学
校
で
は
9
月
か

ら
P
T
が
体
育
の
授
業
に
参
加

し
、
準
備
運
動
を
担
当
す
る
。
他

の
自
治
体
で
は
小
中
学
校
で
講
演

な
ど
を
実
施
し
、
学
校
と
の
関
係

強
化
を
図
る
。

　

小
学
５
年
と
中
学
２
年
が
対
象

の
22
年
度
全
国
体
力
テ
ス
ト
は
、

小
中
で
男
女
と
も
過
去
最
低
を
記

録
し
た
。
子
ど
も
の
体
力
低
下
が

続
く
中
、
協
会
は
認
定
ス
ク
ー
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
の
普
及
を
後
押

し
す
る
よ
う
文
部
科
学
省
に
働
き

か
け
て
い
る
。

　

業
務
執
行
理
事
の
武
藤
芳
照
・

東
大
名
誉
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
医

学
）
は
「
P
T
は
リ
ハ
ビ
リ
の
知

識
が
豊
富
で
、
無
理
な
く
体
力
向

上
の
こ
つ
を
教
え
ら
れ
る
。
教
員

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
は
ず

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
８
月
18
日
／
日
経
）

性
犯
罪
歴
、
学
校
に

確
認
義
務
　
政
府
方
針

日
本
版
D
B
S
、

塾
な
ど
民
間
は
任
意

　

政
府
は
、
子
ど
も
と
接
す
る
職

業
に
就
く
人
に
性
犯
罪
歴
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
新
た
な
制
度

「
日
本
版
D
B
S
」
に
関
し
、
保

育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
に
利
用
を

義
務
付
け
る
方
針
を
固
め
た
。
学

習
塾
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
民

間
事
業
者
は
任
意
と
し
、
利
用
す

る
事
業
者
向
け
に
認
証
制
度
を
導

入
す
る
方
向
だ
。
関
係
者
が
21

日
、
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
が
刑
法
な
ど
の

専
門
家
ら
に
よ
る
有
識
者
会
議

で
、
英
国
の
制
度
（
D
B
S
）
を

参
考
に
議
論
を
進
め
て
い
る
。
９

月
に
も
案
を
取
り
ま
と
め
、
秋
に

見
込
ま
れ
る
臨
時
国
会
に
関
連
法

案
を
提
出
す
る
。

　

日
本
版
D
B
S
で
は
、
保
育
所

や
学
校
な
ど
が
、
こ
ど
も
家
庭
庁

所
管
の
シ
ス
テ
ム
で
就
労
を
希
望

す
る
人
の
性
犯
罪
歴
を
確
認
し
、

性
犯
罪
の
前
歴
が
あ
る
人
は
就
職

で
き
な
い
仕
組
み
を
想
定
し
て
い

る
。
性
犯
罪
の
種
類
は
不
同
意
わ

い
せ
つ
罪
な
ど
刑
法
犯
が
中
心
と

な
る
見
込
み
。

　

具
体
的
に
は
、
照
会
を
受
け
た

公
的
機
関
が
性
犯
罪
歴
の
な
い
人

に
つ
い
て
「
無
犯
罪
証
明
書
」
を

発
行
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

　

塾
な
ど
の
事
業
者
は
、
職
務
を

定
め
る
法
律
が
な
い
た
め
義
務
化

は
困
難
と
判
断
し
た
。
D
B
S
を

任
意
で
利
用
し
、
従
業
員
に
性
犯

罪
歴
が
な
い
と
確
認
し
た
事
業
者

に
は
認
証
制
度
の
「
適
合
マ
ー

ク
」
を
付
与
す
る
方
向
。
保
護
者

が
見
て
安
心
感
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
、
D
B
S
の
利
用
を
促
す
狙

い
が
あ
る
。

　

た
だ
D
B
S
は
、
憲
法
が
保
障

す
る
「
職
業
選
択
の
自
由
」
や

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
に
関
わ
る

た
め
、
創
設
に
懸
念
の
声
も
あ

る
。

　

子
ど
も
へ
の
性
犯
罪
は
後
を
絶

た
な
い
。
政
府
は
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
仲
介
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
男　

２
人
が
２
０
２
０
年
に
逮
捕
さ
れ

た
事
件
を
契
機
に
、
対
策
の
検
討

に
乗
り
出
し
た
。

▼
D
B
S　

英
国
の
政
府
系
機
関

「D
isclosure and B

arring 

Service

」
（
前
歴
開
示
・
前
歴
者

就
業
制
限
機
構
）
の
略
称
。
犯
罪

歴
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理
し
、

無
犯
罪
証
明
書
を
発
行
す
る
。
雇

用
主
は
、
職
種
に
か
か
わ
ら
ず
雇

用
の
際
に
犯
罪
歴
を
照
会
す
る
こ

と
が
可
能
。
子
ど
も
に
携
わ
る
職

業
は
照
会
を
義
務
化
し
て
い
る
。

日
本
で
は
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
ら

に
よ
る
子
ど
も
へ
の
性
犯
罪
が
相

次
い
だ
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援

団
体
な
ど
が
「
日
本
版
D
B
S
」

の
創
設
を
要
求
。
子
ど
も
に
接
す

る
職
業
と
性
犯
罪
に
焦
点
を
当
て

た
制
度
の
検
討
が
進
む
。

（
２
０
２
３
年
８
月
22
日
／
日
経
）

日
本
で
生
き
残
る

黒
船
企
業
の
鉄
則

タ
ワ
レ
コ
、
カ
ー
ブ
ス
…

　

海
外
に
生
ま
れ
、
日
本
で
本
国

を
上
回
る
ほ
ど
成
長
し
た
「
黒

船
」
ビ
ジ
ネ
ス
。
本
国
で
は
経
営

危
機
に
陥
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
市
場
の
攻
略
に
は
成
功

し
た
ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。
共
通
す

る
の
は
、
日
本
市
場
に
適
応
し
、
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独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
点
だ
。
そ

ん
な
黒
船
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
、
環
境

変
化
が
激
し
い
V
U
C
A
（
ブ
ー

カ=

変
動
性
・
不
確
実
性
・
複
雑

性
・
曖
昧
性
）
時
代
の
生
存
術
を

学
ぶ
。
具
体
的
な
黒
船
企
業
の
進

化
を
見
て
い
こ
う
。

カ
ー
ブ
ス
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

60
歳
以
上
に

　

女
性
向
け
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
「
カ

ー
ブ
ス
」
を
運
営
す
る
カ
ー
ブ
ス

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
H
D
）
も

米
国
発
祥
だ
。
「
女
性
専
用
」

「
30
分
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と

い
う
独
自
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
急
成
長
し
た
。
日
本

で
は
２
０
０
５
年
に
1
号
店
を
開

き
、
23
年
５
月
末
時
点
で
１
９
５

６
店
に
拡
大
し
た
。
会
員
は
約
77

万
人
。
子
育
て
を
終
え
た
50
～
70

代
の
主
婦
を
中
心
に
支
持
さ
れ

る
。
18
年
に
カ
ー
ブ
ス
H
D
の
当

時
親
会
社
だ
っ
た
コ
シ
ダ
カ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
H
D
）
が
本
家

米
カ
ー
ブ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
H
D
を
買
収
し
た
。

女
性
向
け
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を

運
営
す
る
カ
ー
ブ
ス

「
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
た
祖
母
は

そ
れ
ほ
ど
運
動
を
し
な
く
な
っ
て

い
た
。
カ
ー
ブ
ス
の
よ
う
な
場
所

が
あ
れ
ば
人
生
が
変
わ
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
」
。
カ
ー
ブ
ス

H
D
を
日
本
で
成
長
さ
せ
た
同
社

の
増
本
岳
氏
は
こ
う
振
り
返
る
。

　

中
学
生
３
年
生
の
時
、
大
好
き

だ
っ
た
祖
母
を
脳
梗
塞
で
亡
く
し

た
。
当
時
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
し
て
い
た
増
本
氏
は
00
年
初

頭
、
日
本
社
会
の
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
シ
ニ
ア
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
米
国

で
急
速
に
伸
ば
し
て
い
た
の
が
カ

ー
ブ
ス
だ
っ
た
。
日
本
に
は
、
高

齢
者
が
運
動
し
な
が
ら
交
流
で
き

る
場
所
が
必
要
だ
。
カ
ー
ブ
ス
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
H
D
創
業
者

の
ゲ
イ
リ
ー
・
ヘ
ブ
ン
氏
に
自
分

の
思
い
を
伝
え
た
。
「
そ
れ
な
ら

ば
日
本
の
事
業
は
す
べ
て
任
せ
よ

う
」
。
ゲ
イ
リ
ー
氏
は
笑
顔
で
握

手
を
求
め
て
き
た
。

　

日
本
と
米
国
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
一
緒
だ
が
主
に
２
つ
の
違
い

が
あ
る
。
日
本
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
年
齢
の
高
い
60
代
前
後
と
し
た

点
だ
。
米
国
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的

の
40
代
前
後
が
中
心
。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
も
日
本

で
は
標
準
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

た
。
米
国
で
は
本
部
の
指
導
は
ほ

ぼ
な
く
、
各
店
の
裁
量
に
任
せ
て

い
た
。

　

国
内
店
舗
で
は
シ
ニ
ア
層
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
た
め
、
指
導
員

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
軸
に
し
な
け

れ
ば
「
日
本
で
は
成
功
し
な
い
と

思
っ
た
」
と
増
本
氏
は
打
ち
明
け

る
。
現
場
の
意
見
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
加
盟
店
舗
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
、
本
部
が
新
し
い
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
反
映
し
た
。

　

例
え
ば
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
来
店
時
と
退
店
時
に
基
本
的
に

「
○
○
さ
ん
」
と
利
用
客
の
名
前

を
呼
ん
で
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す

る
。
し
か
し
、
各
店
４
０
０
～
５

０
０
人
ほ
ど
い
る
会
員
の
顔
と
名

前
を
覚
え
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
特
に
新
人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
に
と
っ
て
は
重
い
悩
み
だ
。

　

そ
こ
で
あ
る
店
舗
で
は
、
先
輩

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
利
用
客
に

あ
い
さ
つ
す
る
と
、
必
ず
新
人
も

す
ぐ
に
同
じ
よ
う
に
呼
び
か
け
る

工
夫
を
始
め
た
。
何
度
も
繰
り
返

す
う
ち
、
新
人
は
1
ヵ
月
程
度
で

覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
事
例
を
本
部
が
学
び
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
落
と
し
込
ん
だ
。

「
本
部
が
標
準
化
し
た
も
の
は
あ

く
ま
で
80
点
。
加
盟
店
の
現
場
で

の
改
善
工
夫
が
20
点
加
点
さ
れ
て

初
め
て
１
０
０
点
に
な
る
」
と
増

本
氏
は
強
調
す
る
。
現
場
の
知
恵

を
重
視
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
進
化
さ
せ
た
こ
と
が
、
日

本
で
成
功
し
た
理
由
だ
ろ
う
。

（
２
０
２
３
年
８
月
29
日
／
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
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粋
）


